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命
日
橋
論
叢
第
一
一
一
十
巻

E
H
4ロ
B
の
呼
穣
の
方
が
牛
九
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

S
E
R

の
史
斜
集
に
還
れ
る
こ
と
四
年
に
し
て
公
刊
さ
れ
た
り
・
』

-HMmE由
"zo'

B
虫
色
g
ロ
Q
Z
O
B山

8
8
8ロ
k
r
巳
s
a
c
g由
。
邑
E
2
虫
色
o
a
o
E佐

。
S
E
g
g
s
-
E
H
F
H
aま
に
あ
っ
て
は
、
原
名
に
績
い
て
出
唐

山
口
白
口
広
三
静
岡
刷
凶
2
2ロ
自
の

8
8一
げ
民
主

C
E
E由。一回同
2
a
o
E
Z
と
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
由
来
の
詳
細
は
知
り
得
な
い
が
、
現
在
は

HWHCみ
E

E
8
3
H〈
β
B
の
呼
稽
が
通
用
さ
れ
で
い
る
(
ぐ
・
呂
田
、
ユ
5
2
h
r
-
E
r

nFP
呂
田
E
B
p
t
H
w
m戸山田
0・
H-
∞
wsuo-
匂
・
主
u・
]
・
出
・
出
向
島
P
H
h
E

C
E
8
9出
席
互
自
己
目
。
ロ

moロ
2
5
0
5
2
y
v
E
-
w
句白山田
W
3
u
y

MM・
合
)
。
之
と
艶
稽
さ
れ
る
肘
H
D
a
E
S
冨
担
問
ロ
ロ
B
は
極
め
て
治
瀦
な

ジ
ト
1
教
圏
史
で
あ
る
が
、
大
部
分
が
グ
レ
ル
ず
ォ

1
修
道
院
に
闘
す
る

記
述
で
あ
り
、
少
く
と
も
シ
ト
1
教
圏
成
立
史
に
つ
い
て
は
、
嘗
回
出
H
C
?

a
E
B
】UHHZCHHW
が
よ
り
史
料
債
値
あ
り
と
考
え
ら
れ
る
の
は
ハ
ウ
グ
の

指
摘
す
る
如
く
で
あ
る

(kp・
国
戸
ロ
ロ
F
百
円
口
町
gmHO田
岳
山
口
げ
窓
口
2
g
'

岳

-PHHa♂
国
仏
-HJ1uFEHV回目的
wSNMwω
・
S
F
〉
ロ
B
-
N
)。

試
朝
障
の
底
本
と
し
て
用
い
た
も
の
は
』
・
】
ω
・
宮
山
関
口
♂
同
νBHBHCmSFpa

H
E
P
?
の
F
M
J
1
F
ロ
CH・
H
u
s
-
5
5
所
牧

p
-
E
P
Z窓
口
。
三
宮
の

8

ロ
cσ
日
目
。
件
。
込
山
口
山
由
。
E
O
Hロ
目
。
出
田
町
田
E
C同
一
白
〈
回
目
的
C
宮田口円一回
v
g

開

H
2
2ロ
由
。
co目
。
ヴ
日
目
。
付
。
『
仏
国
口
町
田

g
a
R口
目
。
同
色
白
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
先
に
掲
げ
た
り
・
]
・

E
H目
白
版
よ
り
そ
の
ま
ま
時
間
載
し
た
も
の
で
あ
る
o

u-H・司
hH片
山
田
版
は
一
八
九
二
年
初
-HV・
出
口
附
川
口
g
ω
企
P
回一
C
ロ
に
よ
っ

て
補
筆
改
訂
さ
れ
、
同
書
名
・
同
フ
ォ

P
オ
版
と
し
て

m
C
H
g
B
g
で

出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
蛍
何
H
C
H
eロ
B
E
H〈ロ
B
を
牧
め
て

h 
サ-
d 

い
る
エ
デ
シ
ョ

ν
と
し
て
は
、
ハ
ウ
グ
が
そ
の
『
ド
イ
ツ
数
曾
史
』
第
四

容
で
、
シ
ト
1
教
厨
に
関
す
る
絞
越
の
史
料
と
し
て
用
い
た
前
掲
の
切
-

d

司
富
山
ゆ
吋
版
と
、
同
ν・
の
口
一
関
口
R
n
r
F
E
E
-
E
M
8
0口
仲
間
回
忌
B
庄
内
田
色
。
-
R

司炉問
H
o
a
2
2
2
0ロ
ロ
♂
巴
]
c
p
g芯

E
l∞
。
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

ミ
1

ニ
ユ
版
以
外
の
テ
グ
ス
ト
を
検
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
邦
謬
に
際
し

て
の
最
大
の
不
便
益
で
あ
り
、
以
下
の
試
謬
も
そ
れ
に
よ
っ
て
著
し
く
そ

の
債
値
を
減
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
現
朕
と
し
て
は
己
む
を
得
な
か
勺

た
。
何
回
C
E
E
B
句
史
4ロ
B
の
原
初
的
テ
グ
ス
ト
ば
現
在
散
失
し
て
な

い
。
知
ら
れ
る
限
り
で
は
十
二
世
紀
の
作
と
い
わ
れ
る
一
窯
本
(
冨
自
平

田町片山
z
z
tロ
♂
ロ
。
念
念
仏
o
g
回目立山
c
s
g
c
o
z
p位
。
ロ
色
。
伊
吋
P門町田)

が
存
ず
る
の
み
で
あ
る

Q
-
国
・
冨
ち
P
E
a
-
-
句・同事)。

(

1

)

ーし『

-Hν
・呂町内
HM0・
HVhH仲町
CHCmHHFFP仲
E
P
?
の
F
M
M
M〈
回
目
♂

ロC
戸・

3
ω
!
ロ3
・
作
者
は
ク
V

ル
ヴ
ォ

1

0
摂
修
道
院

(
E
P
)
エ

ー
ペ
ル
パ
?
ハ
の
修
道
院
長
コ
ン
ラ
ァ
ト
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か

し
か
か
る
大
部
の
も
の
が
唯
一
人
の
手
に
成
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は

疑
問
で
あ
る
。
大
都
よ
り
な
り
、
第
一
部
は
修
道
制
の
起
源
か
ら
筆

を
起
し
て
い
る
が
、
シ
ト
l
教
園
成
立
に
関
係
あ
る
部
分
は
第
一
部
、

第
十
掌
上

Y
第
二
十
七
草
ま
で
で
お
「
る
。
同
凶

H
2
2
c
S
H
ν
m
w
Z
H
M
B
を

模
し
た
と
思
わ
れ
る
個
所
が
か
な
り
多
い
。
十
二
世
紀
末
、
あ
る
い

は
十
三
世
紅
初
頭
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
ミ
t

l

ユ
ユ
に
よ
ヲ
て
附
さ
れ
た
同
念
の
〉
門
戸
C
B
D巴
E
C
を
参
照
。

ハ
Z
)

し『・町・冨一山
mHHOWHV-FL・の
F
M
J
N
F
g
r
Eミ
l
Eま
・
作

者
は
シ
ト

I
修
道
院
第
一
ニ
代
修
道
院
長
ス
テ
フ
ァ

1

1
ス
。
作
成
の

J 
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年
次
は
、
な
お
論
議
の
品
開
地
が
あ
る
が
、
一
一
一
九
年
以
前
と
推
定

さ
れ
る
。
シ
ト
1
数
回
の
法
制
を
理
解
す
る
上
に
極
め
て
重
要
な
史

料
で
あ
る
。

本
小
史
の
成
立
年
次
と
作
者

93 

本
小
史
ば
一
般
に
年
代
に
闘
す
る
顧
慮
を
敏
い
て
い
る
。
そ
の
成
立
年

次
を
知
ら
せ
る
の
は
、
第
十
八
章
口
。
伊

g
E
Z
G
E印
日

目

付

2
2
5仲

の
絞
越
で
あ
る
。
J
」
れ
に
よ
る
と
「
こ
れ
ま
で
十
二
の
修
道
院
が
建
設
さ

れ
た
」
と
絞
べ
ら
れ
、
し
か
も
本
小
史
が
こ
こ
で
筆
が
お
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
第
十
二
番
周
の
修
道
院
国

SEP--山
田
の
建
設
年
次
一
一
一
一

O

年
三
月
二
十
二
日
と
、
第
十
=
一
番
目
の
修
道
院
虫
色
ぽ
3
0
の
建
設
年
次

一一一一

O
年
十
月
十
八
日
と
の
間
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

れ
w

し
か
し
、
私
に
疑
問
に
忍
わ
れ
る
こ
と
は
、
一
一
一
一

O
年
三
月
以
降

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
シ
ト
1
教
置
に
と
っ
て
重
要
な
意
義

守
有
す
る
一
一
一
九
年
十
二
月
二
十
三
日
附
教
皇
カ

p
y
グ
ス
ト
二
世
の

脇
村
一
九
加
が
、
な
ぜ
牧
録
さ
れ
な
か
っ
た
か
三
い
う
こ
と
で
怠
る
。
こ
れ
が

疑
問
と
し
て
意
味
あ
り
と
考
え
ら
れ
る
理
由
ば
、
蛍
開

HDHaEgpwH・

4
ロ
g
に
は
作
者
が
そ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
お
い
て
俊
べ
て
い
る

R
z
s
o
r

a
o
a
o
g
g
M
E
E
F
H
H
-
5
8己
g
s
o
同
ロ
ロ
仏
兵
。

8♂
由
民
口

g
g
O
H
5
5

5
奇
ぽ

g
E
g
g
s
同
国
同
凶
沼
出
回
凶
回
出
向
凶
ほ
ぽ
出
ぽ
頃
1
ゅ

陪
問
問
民
ぽ
直
情
川
崎
明
官
吉
田
ρ
5
8
2
5
H
5
5
8
8
C
5
5

3
gロ
2
1
c
w
o
己目。

2
5
0
H
C
H
a
E
S
S
B宮
R
F
i
-
-
-
=
と
い
う
明

際
な
意
圃
に
沿
い
、
シ
ト
1
教
圃
成
立
に
関
係
あ
る
司
獄
、
大
司
教
、
教

， 

皇
の
書
簡
・
数
令
・
批
判
許
欣
ば
殆
ん
ざ
牧
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
、
六
、
七
、
八
、
十
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
の
各
章
は
す
べ

て
そ
れ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
数
圏
と
し
て
の
正
式
の
承
認
ー
の
喜
一

E
Z
B

の
gap-o
及
び
の

g
a
E
H
Z
Cロ
の
認
可
と
を
輿
え
た
カ
F
Y
グ
ス
ト

二
世
の
特
許
扶
は
、
以
前
の
ど
の
書
簡
・
教
令
に
も
劣
ら
ず
重
要
な
る
文

書
と
考
え
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
も
、
そ
れ
ば
本

小
史
作
成
の
前
年
に
附
輿
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
最
も
記
憶
に
新
た
な
も

の
で
あ
っ
た
ば
ず
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
恒
例
。
込
三
自
民

pmHEB
に

《

-e》

は
蛍
文
書
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
、
こ
と
か
ら
、
更
に
疑
問
が
深
め
ら
れ
る
。

第
十
八
章
本
文
に
お
け
る
十
二
の
修
道
院
を
、
ジ
ト
1
修
道
院
を
含
め
て

の
意
に
解
し
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
ジ
ト
1
修
道
院
を
含
め
て

第
十
二
番
目
の
修
道
院
の
P
戸
H

岡山口
B
は
、
一
一
一
九
年
十
月
二
十
八
日
に
・

建
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
蛍
特
許
伏
の
交
附
さ
れ
て
い
な
い
時
期
に
蛍
り
、

こ
の
時
か
ら
十
二
月
二
十
三
日
ま
で
の
聞
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、

こ
の
問
題
は
お
の
づ
か
ら
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

-
次
に
、
本
小
史
の
作
者
は
、
シ
ト
1
第
三
代
修
道
院
長
ス
テ
プ
ァ

1
ヌ

ス
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ば
既
に

Y
臼
富
山
O

吋
に
よ
っ
て

論
設
さ
れ
、
戸
切
・
出

PHg
も
こ
の
設
に
従
っ
て
い
る
。
邸
ち
彼
が
修
道

院
長
の
地
位
に
あ
っ
た
時
期
(
一
一

O
九
一
一
一
一
一
四
年
)
に
本
小
史
が

作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
彼
の
先
任
者
第
二
代
道
院
長
ア
ル
ペ
リ

グ
ス
に
資
す
る
賛
辞
の
惜
し
ま
れ
て
は
い
な
い
の
に
反
し
、
ス
テ
プ

7

1

ヌ
ス
に
つ
い
て
は
A

箪
に
イ

ν
グ
ラ

ν
ド
人
な
る
こ
と
、
聖
ベ
ネ
デ
グ
ト

曾
則
の
愛
好
者
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
に
遁
ぎ
ず
、
賛
僻
ら
し
い
言

503 
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A

か
F
作
，

t

¥

一

橋

論

i

叢
第
三
十
品
世
第
五
鱗

K

ヘ，
o
J

葉
は
何
等
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
￥
4

さ
に
彼
自
身
の
筆
に
成
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
肘
M

円
。
丘
三
日
出
担
問
ロ
ロ
自
に
あ
っ
て
は
、
後

の
聖
徳
が
高
く
賞
賛
日
よ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
ぐ
、
短
い
な
が
ら
彼
の
略

歴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
以
上
の
推
定
は
一
一
唐
確

質
性
を
増
す
よ
、
フ
に
思
わ
れ
る
。

ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
に
は
濁
立
し
た
停
記
が
な
い
。
前
掲
の
肘
H
O
H
a
E
B

民
P官
民
自
及
び
有
名
な
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
の
歴
史
記
述
家
当
日
S
B
C同

区
巳
B
gず
口
々
の
『
イ
ソ
グ
L
q
ν

ド
諸
王
事
蹟
』
の
第
一
部
、
第
四
谷
第

一
一
一
三
七
項
巴
甲
山
白
血

Z
E
E語
、
に
よ
っ
て
、
僅
か
に
そ
の
概
略
を
う
か
が

い
得
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
も
爾
者
の
記
述
内
容
は
近
似
す
る
と
こ
ろ
が

多
い
。
今
前
者
に
よ
っ
て
そ
の
大
意
を
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
か
く
て
、
聖
霊
の
恩
寵
の
さ
中
に
あ
り
て
、
シ
ト
1
修
道
士
等
は
、

ア
vd
グ
リ
ア
の
人
に
し
て
、
ス
テ
フ
ァ

1
ヌ
ス
て
う
名
の
優
れ
た
る
人
を

修
道
院
長
に
選
ぴ
た
り
。
彼
は
彼
等
修
道
士
と
共
に
、
モ

H
ス
ム
ス
修
道

院
よ
り
来
り
、
優
れ
た
る
高
徳
と
あ
ら
ゆ
る
美
徳
の
楽
光
も
て
飾
ら
れ
た

弘
人
に
し
て
、
叉
隠
棲
の
地
を
愛
し
、
最
も
熱
心
に
聖
な
る
貴
闘
の
倣
び

を
な
せ
し
人
な
り
。
こ
の
聖
な
る
人
は
、
青
年
に
至
る
や
、
故
郷
と
血
族

の
幹
と
を
去
り
、
聖
使
徒
等
が
巡
耀
せ
る
境
境
を
訪
れ
た
り
。
こ
の
旋
程

中
、
彼
は
、
一
般
の
習
い
の
如
く
、
無
益
な
る
舎
話
に
心
奪
わ
れ
し
に
は

あ
ら
ず
、
彼
の
友
と
共
に
輔
の
質
構
に
心
を
ひ
そ
め
、
日
目
新
た
に
聖
書

詩
篇
を
唱
せ
り
。
さ
て
巡
穫
の
誓
い
を
終
え
、
都
ロ

1

?
を
去
り
、
ガ

P

ヤ
の
地
を
過
ぎ
し
時
、
上
越
せ
る
そ

P
ス
ム
ス
修
道
院
に
お

ιむ
き
、
同

地
に
て
修
霊
園
の
聖
な
る
衣
を
受
け
た
り
。
さ
す
そ
の
後

γ
新
た
に

. 
φ司-

、h

せ
ら
れ
た
る
信
仰
の
論
議
が
蛍
修
道
院
に
生
ず
る
や
、
優
れ
た
る
人
々
の

中
で
も
優
れ
た
る
者
た

β
彼
自
身
は
、
シ
ト
1
修
道
院
並
び
に
教
圏
創
建

の
た
る
、
最
も
熱
心
な
る
努
力
を
な
し
、
且
つ
、
あ
ら
ゆ
る
慣
習
規
定
を
定

め
た
り
。
か
〈
て
、
肺
の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
旬
、
牧
者
に
し
て
優
れ
た

る
博
士
た
る
彼
が
、
修
道
院
長
に
定
め
ら
る
べ
き
も
の
と
な
れ
り
。
」

百
円
。
る
E
B
宮内戸内
E

S
に
は
、
更
に
第
十
六
|
二
十
意
に
わ
た
り
彼

の
聖
な
る
信
仰
と
奇
蹟
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
L
に
は
省

略
す
る
。
な
お
断
片
的
史
料
を
集
録
し
た
ミ
1

ニ
ユ
の
抗
告
ロ
吉
田
切
な
a

Z
B
C阻
w
Z
C
H
E
P
E
a
c
h
u
も
参
考
と
な
ろ
う
。
彼
の
詳
細
な
停
記

は
他
日
を
期
し
た
い
。

(

1

)

』
・
回
・
旨
P
F
P
B白色
-w

】

M・
E
-

ハ2
)

何回
M
M
a
c
-
p
z
-
U
B
i
-。関山口
S
の
丘
町
何
色
同
HMXWHUhFF〈
HHP

KFamgMUHMmwHHHH自
己
u
t
E
H
U
g
g田件。門口問。羽田
O
B
山
富
山
内
出
OWMM-FW

?
の
岡
、
何
回
Hpno--HHhHU可・

a-

(
3
)
H
h
u
n
O
H仏
E
E
嵐山
HmEHH円
。
丘
宮
山
田

Q
2
0
5
S
E
F
盟国
E
-

口同時
C
M
V
H
ι
g
p
u
g
均三
M
M
H
F
ロ
0
2
2ロ
自
の
丘
町
同
氏
同
MmwH)hHOWC?

〈出
S
B
0
5
8
8日

g
g
s
g目
p
s
g
H
Z
一
冨
山
内
出
O
W
M
U
-
T
-
同-

C
F
M内
M
M〈
回
出
血
u
。《
)--HCH
∞-

(

4

)

]

・
出
・
冨
E
L
F
P
S目P
H
U・
合
・
ロ
-
N・

-
(
5
)
開

H
C
E
E
S
F
w
Zロ
HhwEHVHH仲

HM内
w
M
J
N口
同
一
冨
目
的
口
0・

Hν
・
岡
、
・
二
の
F
M
J
1
H
W
g
F
H
M
O
M
-

ロg
w
及
び
試
欝
の
相
営
章
を
参

照。
(

6

)

 

同柏担

U
H
a
E
B
H
ν
R〈ロ
5
・
g
H
u
a
M
J
1
H
H
H・
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， . 

4

(

7

)

何回
2
2
c自
民
mwmロロ
Bw
ロ
山
田
可

-n昨日
CMM
ユB
p
g
M
M
a
Mぐ引

宮
山
内
定

J
M
Y
F
-
U
F
O
F
M
M
Mぐ
回
目
、

ncH・
5
H
O
E
H
N・

(

8

)

の
g
g
g
mロ
g

〉
口
問
円
。
円
ロ
B
W
]唱

HJJUω
三
刷
出
血
川
口
mwwHω
・

'F-w?
の回し一
M
M内
H
M
F
S
H
-
H
N∞
吋
・
と
れ
は
シ
ト
1
教
園
が
ま
だ
イ
ン

グ
ラ
ジ
ド
に
到
来
し
な
い
以
前
(
一
一
一
一
一
五
|
六
年
頃
)
書
か
れ

た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
し
か
も
、
彼
は
出
。
ロ
o
E
E
E
Oへ
い

わ

ゆ

る
黒
衣
修
道
士
で
あ
る
が
、
白
衣
修
道
士
と
呼
ば
れ
る
シ
ト
1
修
遺

土
に
嚇
到
す
る
評
僚
は
極
め
'
て
高
く
、
温
か
い
同
情
と
賛
鮮
と
を
曇
し
、

，
 

同
可
〈
そ
の
記
越
正
確
守
あ
る
。
な
お
り
・
り

p
i仏
関

白

C司
H
o
p
-
F
O

H向
Cロ
虫
色
口
。
E
2
山
口
肘
口
m
E白
血

WCFHHH
ゲユ
a
m
p
s
u
p
-
u
-
N
N
a

を
参
照
。

(

9

)

冨
百
ロ
0
・
句

-
F
-
w
?
の
H
L
M
J
1
p
n
o
-
-
H
u
s
-己主・

シ遁ゴ

文T;稀 i
v 1~正ム
道 1昏

ユ且

院 院
並

並
び
・一 ぴ
二ヨ
私設
国
よム 圃
32 生
tf 誕

見

序

我
等
シ
ト
1
修
道
土
、
嘗
聖
堂
の
創
建
者
等
は
、
こ
の
書
に
よ
り
、
嘗

修
道
院
及
び
〔
そ
の
〕
経
歴
が
、
如
何
な
る
聖
曾
法
に
よ
り
、
如
何
な
る

権
威
に
よ
り
、
如
何
な
る
人
人
に
よ
り
、
且
つ
叉
如
何
な
る
時
に
、
そ
の

始
源
を
開
き
し
か
を
、
我
等
の
後
継
者
等
に
知
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の

な
り
。
そ
は
、
彼
等
後
纏
者
等
が
?
こ
の
地
J
γ
)更
に
こ
の
地
に
お
い
て

我
等
が
一
柳
の
恩
寵
に
よ
り
着
苧
せ
る
聖
な
る
規
定
の
準
守
を
、
一
一
驚
堅
く

愛
し
、
時
間
の
長
き
に
も
、
・
叉
激
し
き
不
安
に
も
め
げ
ず
耐
え
来
り
た
る

我
等
を
癖
護
し
、
肉
の
束
縛
を
去
り
、
永
遠
の
休
息
に
幸
福
に
も
安
ら
わ

ん
た
め
、
規
定
に
示
さ
れ
た
る
い
と
も
遠
あ
路
に
あ
り
て
、
命
を
終
う
る

ま
で
絶
え
間
な
く
汗
せ
ん
こ
と
を
望

b
が
故
な
り
。

(

Z

)

嘗
序
文
は
本
小
史
を
記
ナ
に
至
づ
た
作
者
-D
意
聞
を
明
瞭
に

示
し
て
い
る
が
、
掛
同
時
な
お
創
成
期
に
あ
っ
て
、
後
キ
た
る
存
在
マ

あ
っ
た
シ
ト
I

C
修
遺
院
史
記
惑
に
か
か
わ
る
作
者
の
か
か
る
意
闘

を
、
銃
に
一
世
記
}
泣
く
経
て
、
全
般
一
洲
に
ま
た
が
る
大
教
圃
と
な
づ

た
頃
に
書
か
れ
た
何
回
C
H
A
5
5
民
pmロロ
B
の
作
者
コ
ン
ラ
ッ
ト
の

歴
史
記
惑
の
意
図
と
比
較
す
る
と
、
極
め
て
興
味
深
い
そ
の
推
移
を

見
出
し
得
る

O
H
W
E
E
-
c
B
出
品
E
F
E
M
E
n
t
c】

J
E
F
E喝・
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本
文
試
器
及
び
註

凡

例

(
一
)
ミ
1

ニ
ュ
版
本
文
の
《
》
ば
『
』
を
以
っ
て
示
し
た
0

2
一
)
本
文
原
註
は
謀
者
註
に
含
め
、
そ
の
旨
附
記
し
た
。

会
一
)
試
課
に
際
し
で
は
、
り
・
』
・
。
s
c
p
F
g
c
H凹

m
g
g
a
a
o
H
E

/
ロ

-
8
5♂
ピ
m
2
1・
3
8
に
掲
げ
ら
れ
た
本
小
史
一
部
悌
欝
を
参
照
し

た
。
叉
課
諮
ば
上
智
大
事
カ
ト
リ
y

グ
僻
典
編
輯
断
編
『
カ
ト
リ
ッ
グ
用

語
小
辞
典
』
昭
和
十
二
年
、
を
参
着
し
た
。

(
図
)
欝
者
自
身
が
補
っ
た
語
に
は
〔

〕
を
附
し
た
。
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M円
w
O
C
P
5
2
P恒
常
g
ρ
回目。
E
O
H
a
8
8
5
。
邑
吉
O
B
Eロ
皆
、

〈

OHHH口許

P仏
何
回
ロ
ロ
門
口
出
向
。
ロ
包
出
O
R日目的。ロ件。田

byLHM伊

mRwzmw
田口回一甘

口
H
E
H
S
H日
を
参
照
。

(
2
)
-
cロロ
B
H
0
2
R
B
E
B
ハの吋仲
g
ロ
阿
〉
・
な
お
本
文
第
三
章
、

参

照

。

-

(

3

)

本
小
史
に
あ
円

J

て

g
ロロ
g
列。
m
c
F
又
は
、
単
に

m
o
m
F

HP
と
言
わ
れ
る
白
は
、
同
凶
omHHHpmgー
ロ
巴
回

8
0己
目
白
色
郎
ち
遁
常

塞
ペ
ネ
ダ
ク
ト
舎
則
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
と
解
さ
れ
る
。
シ
ト

1
歓

闘
で
特
に
と
の
糞
ベ
ネ
ダ
ク
ト
舎
則
の
重
滅
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
の
『
胆
門
g
o
E
R広
三
宮

w
g
p
u
H・
(
富
山
関
口
0・
MM-HpwH・の
HLMJNHw

g
H・
ロ
吋
∞

lHω
∞
C)
を
品
世
間
問
。

第
一
章

モ
リ
ス
ム
ス
修
道
院
長
聖
ロ
ペ
ル
ト

ゥ
ス
、
伺
時
シ
ト

T
修
道
院
並
び
に

教
圏
を
創
建
せ
し
か

主
降
誕
よ
り
千
九
十
八
年
の
門
的
、
旦
H
〉
リ
ス
ム
ス
に
幸
一
献
せ
ら
れ
、
ラ

νグ
ル
司
教
匿
に
建
立
せ
ら
れ
た
る
聖
堂
刀
初
代
修
道
院
長
ロ
ベ
ル
ト
ゥ

ぜ
並
び
に
同
修
道
院
の
芳
子
の
修
道
訟
は
、
尊
敬
皇
室
に
し
て

'
リ
ヨ

ν
大
司
教
た
り
し
畏
敬
す
べ
き
ブ
プ

1
の
許
に
至
り
、
彼
等
が
、
聖

な
る
父
ペ
ネ
デ
グ
ト
ゥ
ス
の
規
定
の
下
に
、
そ
の
生
活
を
律
せ
ん
こ
と
を

申
し
出
で
、
彼
〔
フ
プ

T
〕
自
身
の
助
援
の
力
、
並
び
に
教
皇
の
構
成
の

力
が
こ
の
こ
と
に
及
ぶ
主
主
よ
り
自
由
な
る
賓
践
を
、
極
め
て
熱
心
に

¥--

4仁

懇
願
せ
り
。
教
皇
特
使
ば
彼
等
の
熱
墓
を
嘉
し
、
弐
の
如
き
書
簡
に
よ
り
、

彼
等
の
〔
修
道
院
の
〕
創
建
の
始
源
を
開
き
た
り
。

(

1

)

ζ

れ
は
章
題
よ
り
し
て
シ
ト
1
創
建
の
年
を
一
不
す
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
本
文
に
よ
る
と
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
等
が
ア
プ
!
の
許
に

赴
い
た
年
を
一
示
ナ
よ
ラ
で
も
あ
る
。
』
・

0
5
0ロ
は
後
者
を
同
年
一

月
と
推
定
し
て
い
る
(
芯
広

-wH)・
色
己
ロ
-
N
)
。
本
小
史
に
は
こ

と
以
外
に
創
建
年
次
に
言
及
し
て
い
る
個
所
は
見
営
ら
な
い
。
何
回
』

。

azB冨
担
官
民
話
第
十
一
章
。
記
惑
は
本
章
に
よ
っ
た
も
の
と
考

え
ち
れ
、
措
僻
殆
ん
ど
同
一
で
あ
る
、
品
川
年
次
に
つ
い
て
は
何
等
鯛

れ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
創
建
の
年
は
そ
の
第
十
三
章
に
迷
べ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
与
、
シ
ト

1
修
道
院
が
建
設
さ
れ
た
の
は
一

O

九
久
年
の
翠
曾
暦
四
月
十
二
日
(
新
西
暦
同
年
三
月
二
十
一
日
)
で
、

こ
の
日
は
翠
ペ
ネ
デ
ク
ト
の
祝
祭
日
と
そ
の
同
日
に
蛍
っ
て
い
る

「
校
の
主
目
」
白
故
に
、
一
一
重
心
事
び
に
祝
さ
れ
た
と
い
う
包
宇

官
♂
同
ν
-
F
L・
2
M
M内
M
Q
H
w
z
u
g
-
-
H
C
S
)
。

(

2

)

原
註
二
三
一
。
「
翠
ペ
ネ
ダ
ク
ト
教
圏
修
道
院
モ
リ
ス
ム
ス

は
、
翠
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
に
よ
り
、
プ
ル
ゴ

1

二
ユ
会
領
、
ラ
ン
グ
ル

司
教
直
に
建
立
せ

b
れ
た
り
。
」
営
修
道
院
に
つ
い
て
は
、
〉
-
匂
回
目
'

D
F
O
O
H
J
1・
民
PHZ♂
百
三
三
円
。
【
凶
1
1
2
H
Z
L・
∞
"
同
)
・
主
唱

1
8

2
P
H
-
及
び

]
-
V笹
口
円
。
巳
"
の

mw円
ZHP-Hgao-wmwσσPM10
仏。

冨
CHO回目。

E
門回目。口市由。《凶
O
F
S
m
H
Z
N
g
r
w
E
H
F
H唱
。
吋
|

ロ
・
を
参
照
。

ハ
3
〉
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
λ

は
一

O
二
八
年
頃
シ
ャ
ン
パ

1

ユ
ユ
白
貴
族
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、

. 

。
家
柄
に
生
れ
、
十
五
歳
に
し
て
露
。
回
巴
2
a
H
P
・0
0回
目
。
修
蓮
院
に

入
り
、
一

O
七
O
年
頃
ω
?
民
一
口
E
O
H
2
0
-
c
ロ
ロ
O
R
O

の
修
遺
院
長

ピ
選
ば
れ
た
。
一

O
七
三
年
頃
、
営
院
に
程
遠
か
ら
ぬ
の
D
H
E目
。

機
修
士
位
干
の
指
導
に
時
間
り
、
一

O
七
五
年
彼
等
と
共
に
モ
リ
ス
ム
ス

修
道
院
を
創
建
し
た
。
彼
に
つ
い
て
は
ぎ

S
切
担
口
口
広
岡
凶
C
ず。吋巴

民
己
目
白
血

B
O
ロ
田
宮
山
嵐

Hmロ
♂
匂
-F-w
同・

0
H
し
ぐ
H
H
u
g
-
-

ロS
l
ロ∞∞

を
参
照
。

ハ4
)

こ
れ
ら
修
遺
士
。
名
に
ヲ
い
て
は
本
文
第
二
章
、
参
照
。

(

5

)

本
文
第
二
章
註
仰
、
参
照
。

第
二
章

教
皇
特
使
フ
ゴ

I
の
モ
リ
ス
ム
ス
修

道
院
長
官
ペ
ル
ト
ゥ
ス
宛
書
簡
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『

p
ヨ

ν大
司
教
に
し
て
教
皇
特
使
た
る
フ
丸
山
、
モ
リ
ス
ム
ス
修
道

院
長
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
、
並
び
に
彼
と
共
に
聖
ベ
ネ
デ
グ
ト
ゥ
ス
の
規
定
に

よ
り
柿
に
仕
え
ん
と
欲
す
る
修
道
士
等
に
。

聖
な
る
母
の
聖
堂
の
}
繁
築
を
喜
び
と
す
る
な
べ
て
の
人
々
に
と
り
で

は
、
汝
と
汝
の
子
等
、
門
卸
ち
〕
モ
リ
ス
ム
ス
修
道
院
の
修
道
士
等
が
、
リ

ヨ

ν
に
て
予
に
見
参
し
、
汝
等
が
こ
れ
ま
で
等
閑
且
つ
不
徹
底
に
遵
守
し

来
り
し
聖
ペ
ネ
デ
グ
ト
ゥ
ス
の
規
定
に
、
以
後
一
一
暦
巌
格
且
つ
完
全
に
結

ぼ
れ
た
き
旨
表
明
せ
る
こ
と
、
周
知
の
こ
と
な
る
べ
し
。
更
に
叉
、
諸
修

道
士
舎
憲
、
賞
賛
す
べ
き
諸
慣
習
並
び
に
信
仰
に
服
す
る
汝
等
は
、
何
よ

り
も
ぎ
ず
同
規
定
に
ま
ね
ば
ん
こ
と
を
望
む
旨
柿
と
予
の
面
前
に
て
決
意

安

料

¥". 

せ
り
。
し
か
れ
ど

JJγ
よ
述
の
折
門
モ

P
ス
ム
ス
修
道
院
〕
に
あ
り
で
は
、

汝
等
が
、
諸
多
の
理
由
に
阻
止
せ
ら
れ
、
そ
の
意
圏
を
完
逐
し
能
わ
ざ
る

こ
と
も
確
賓
な
り
。
門
さ
れ
ば
〕
二
つ
の
紫
波
、
邸
ち
そ
こ
を
立
去
る
者

と
、
そ
こ
に
止
ま
る
者
と
の
〔
侭
れ
の
〕
救
い
を
も
望
む
我
等
は
、
紳
の

御
意
の
指
示
し
給
い
、
汝
等
が
、
よ
り
浮
く
、
よ
り
安
ら
け
く
、
主
に
仕

う
べ
き
他
の
所
に
移
る
こ
と
を
、
有
効
な
り
と
裁
決
せ
り
。

き
れ
ば
、
営
時
〔
予
に
〕
見
参
せ
し
汝
等
、
即
ち
修
道
院
長
ロ
ペ
ル
ト

ウ
ス
、
並
び
に
修
道
士
等
、
ア
ル
ペ
リ
グ
ス
、
ォ
ド
1
、
ヨ
ア
ネ
ス
、
ス

テ
プ

7
1
ヌ
ス
、
レ
タ
ル
ド
ゥ
ス
、
ペ
ト
ゥ
ル
ス
、
更
に
は
、
公

E
に
且

つ
共
同
の
審
議
に
よ
り
、
汝
等
と
行
を
共
に
す
る
こ
と
を
汝
等
が
決
す
べ

き
す
べ
て
の
人
人
に
、
我
等
が
品
曲
時
忠
告
せ
る
こ
の
聖
な
る
志
向
を
保
持

し
、
そ
れ
を
堅
忍
す
べ
き
ょ
う
勧
告
し
、
且
つ
我
等
の
印
璽
の
捺
印
に
よ

り
、
永
、
に
教
皇
の
様
威
を
得
た
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
も
な
り
。

か
く
て
、
予
は
一
洞
、
並
び
に
予
を
汝
等
の
手
中
に
て
守
護
す
る
な
ら
ん

こ
の
聖
な
る
人
の
御
前
に
て
、
モ
リ
ス
ム
ス
修
道
院
に
あ
り
て
、
汝
の
面

前
に
お
い
説
行
わ
れ
た
る
か
の
主
的
同
様
に
放
の
服
従
下
に
お
か
れ
た

る
新
修
道
院
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
に
お
い
て

r
t等
の
後
継
者
も
亦
汝
に

厳
正
に
服
従
す
べ
き
誓
殿
、
並
び
に
堅
忍
門
誓
願
〕
を
承
認
す
る
も
の
な
り
o』

(

1

)

原
註
一
=
一
一
=
。
「
フ
プ
ー
は
か
ヲ
て
デ
ユ
ヌ
の
司
教
に
し
て
、

グ

ν
ゴ
ー
ル
七
世
の
ず
リ
ヤ
地
方
教
皇
特
使
と
な

p
、
一

O
八

O
年

リ
ヨ
ン
の
大
司
教
に
任
ぜ
ら
れ
、
ウ
ル
パ

1
1
ス
二
世
下
に
あ
り
て

も
同
職
位
を
保
持
し
、
要
ロ
ベ
ル
ト
ウ
ス
並
び
に
そ
白
修
道
士
等
に

蛍
書
簡
を
附
奥
し
、
と
れ
ら
に
よ

P
て
、
シ
ト
1
新
修
道
院
白
建
設
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守R. 

る
こ
と
〕
を
諒
承
し
、
樹
木
と
荊
練
と
の
茂
み
を
刈
り
除
き
、
シ
ャ
ロ

y

司
教
の
沙
汰
と
承
認
と
に
よ
り
、
同
地
に
定
め
ら
れ
た
る
修
道
院
を
建
立

し
始
め
た
り
。

こ
れ
ら
の
人
人
は
、
な
お
モ
リ
ス
ム
ス
に
在
り
し
時
、
極
め
て
し
ば
し

ば
締
の
恩
寵
に
よ
り
て
鼓
舞
せ
ら
れ
、
〔
嘗
修
道
院
の
〕
修
道
士
等
が
至
縮

な
る
父
ペ
ネ
デ
グ
ト
V

ス
の
規
定
に
遣
反
せ
る
こ
と
を
語
ら
い
で
敷
き
且

つ
悲
し
み
し
が
、
他
の
修
遺
士
等
が
、
巌
粛
な
る
誓
願
に
よ
り
て
自
ら
遵

奉
を
誓
約
せ
る
こ
の
規
定
を
遵
守
せ
ざ
る
を
見
、
か
か
る
が
故
に
、
先
に
我

等
が
述
べ
た
ち
如
く
、
教
皇
特
使
の
権
威
に
よ
り
、
聖
な
る
規
定
選
守
の
誓

願
を
果
さ
ん
が
た
め
、
こ
の
荒
野
に
来
り
た
る
な
り
。
嘗
時
。
フ
ル
グ

y
v

会
た
り
し
〔
領
〕
主
オ
仁
川
は
、
彼
等
の
聖
な
る
熱
意
に
心
打
た
れ
、
且

つ
上
記
聖
な
る
ロ
ー
マ
聖
書
量
産
の
ま
院
の
要
請
に
答
え
、
彼
等

tfL建
立
し
〕
初
め
た
る
木
造
修
也
胞
を
、
自
ら
の
全
き
費
用
を
も
て
竣

ヱ
し
、
更
に
岡
地
に
お
い
て
必
壊
と
せ
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
つ
き
、

長
期
に
わ
た
り
て
配
慮
し
、
土
地
と
家
畜
と
を
も
て
豊
か
に
援
助
せ
り
。

ハ1
)

P

ヴ
σ
8
2
2山
は
と
u
ヴ
胆
田
町
件
同
吋
乞
お
由
田
口
問
の
意
で
あ
ろ

ラ
。
。
HM白
H
S
の吋
MRXHH江田
w
句

g
u
m
g
参
照
。

ハ
2
〉
と
と
で

88-H兵
器
と
い
う
の
は

g口
423日
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
ろ
ラ
か
。
本
文
第
十
五
章
、
参
照
。

(

3

)

の山田
HOB-ロ
B

の
語
源
に
つ
い
て
は
同
・
。
同
げ
c
p
g広
-wHy

u
a
a
p
u
w
k
F
を
参
照
。

(

4

)

原
註
二
ユ
五
。
「
営
オ
ド
ー
は
周
年
後
、
ア
ジ
ヤ
に
赴
か
ん
こ

と
を
忠
ひ
立
ち
、
遠
征
の
用
意
成
る
や
直
ち
に
軍
を
遜
め
し
が
、
パ

費

料

、

ラ
J

ア
イ
ヌ
ス
な
る
所
に
て
、
未
だ
若
者
死
を
と
げ
、
シ
ト

1
に
埋
葬

せ
ら
れ
た
り
。
彼
の
第
二
子
へ

y
リ
ィ
タ
ス
は
、
そ
ζ

門
シ
ト
l
〕

に
て
修
道
士
と
な
れ
り
。
」
郎
ち
、
彼
は
第
一
同
十
字
軍
に
参
加
し
、

一一

O
二
年
ジ
リ
ア
に
お
い
て
鞍
残
し
た
プ
ル
プ

1

ニ
ュ
公
オ
ド
1

一
世
で
あ
る
。
彼
は
モ
リ
ス
ム
兄
修
蓮
院
に
費
し
で
も
、
翠
堂
、
土

地
の
寄
遜
を
な
し
、

C
-
F
F
H
H
H
Pロ
ダ
山
豆
島
-L-N喝
の
げ
・
戸
市
・
工
島
)
、

ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
と
は
親
衣
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
か
ヲ

て
シ
ト
1
修
遺
院
聖
堂
入
口
に
あ
づ
た
の
何
回
P日uoFu
己

g
ロ
z
g
の

玄
関
右
手
の
墓
石
に
刻
ま
れ
た
碑
文
に
つ
い
て
は
、
同
)
・
民
主
丹
市

5

2
U
-
ロ
ロ

S
口《
Y
〈
C
U可

p
m
o
E同小吋包
HO
品
。
位
。
口
同
切
小
HHE]円仲吉田
u

E
、
コ
♂
口
口
、

]
M
-
S∞
l
本
書
の
一
部
は
り

O
Rコ日)昨日
C
ロ

a
g
ぎわ

口同日}。酔ロ
M向
。
同
盟
小
匂
ロ
HAいAM『⑦国

ρ
ロ向。同一回目い
HH目。口付

Pロ
-FH1。日日){邸【
Hmw口出
-
J

Eヴ
ヴ
幹
一
吉
山
内
山
の
円
汁
⑦
胆
ロ
阿
と
し
て
冨
釘
口
OW
市

-
F
-
?
の
ド
M
M
M〈

回目出、口
D
-
-
H
a
N
H
l
H
a
S
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
0
1

(

5

)

営
書
簡
の
所
在
・
内
容
は
知
り
得
な
か
っ
た
。

(

6

)

そ
の
規
模
に
ヲ
い
て
は
、
ロ
・
区
戸
ユ
中
H
H
0
2
ロ
-UHHHps

目門

Y
5
S
-
w
H
V・
NNω

及
び

J
1
-
s
p
-
-
S
E
m
-
切

O
E
m
g
e
u
ロヴ
-Lw

g
唱
・
宅
一
宮
官
ouHν
・
F
L
-
A
U
F
M内

M
M
4
1
u
g
-
-
N
U∞
を
参
照
。

(

7

)

嘗
院
の
聖
一
堂
献
堂
式
(
一

O
九
九
年
六
月
)
、
及
び
こ
れ
に
列

席
し
た
人
名
に
つ
い
て
は
、
』
・

0
5
c
P
5
5・wMν-mo
を
参
照
。

(

8

)

シ
ト
1
修
道
院
の
建
設
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
は
ポ
l

ヌ
副

伯
ラ
イ
ナ
ル
ド
ウ
ス
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
土
地
寄
進
、
及
び
彼
と
オ

ド
ー
と
白
交
渉
と
後
者
の
土
地
寄
場
曜
に
ヲ
い
て
は
、

]
-
c
s
o
p
s
-

509 



第
三
一
十
巻

第
五
扱

p.. 

許可

訟-

P 橋

ご論
;叢
忽
国

ト企

を
参
照

第
四
章

如
何
に
し
て
石
の
地
が
修
道
院
へ
と

生
長
せ
し
か

門
そ
の
〕
同
じ
時
に
蛍
り
、
門
こ
め
地
に
〕
京
市
り
た
る
修
道
院
長
ば
、
先

に
述
べ
し
教
皇
特
使
の
命
に
よ
り
、
か
の
司
教
医
の
司
教
よ
旬
、
修
道
士

等
の
管
掌
〔
穣
〕
之
共
に
、
牧
者
の
杖
を
受
け
、
且
つ
彼
と
共
に
来
り
し

修
道
士
等
に
、
こ
の
地
へ
の
堅
忍
〔
誓
願
〕
を
正
式
に
確
約
せ
し
衿
九
九
・

1

か
く
て
常
聖
堂
は
、
聖
曾
法
並
び
に
教
皇
の
権
威
に
よ
り
、
修
道
院
へ
と

生

長

せ

り

。

』

(

1

)

営
時
シ
ト
I
修
道
院
は
修
道
院
長
選
準
の
自
由
を
持
た
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
小
到
に
お
け
る
修
道
院
就
任
。
手
績
と
、

の
F
R
S
の
F
R広三日出

EMU-HJコ
巴
o
o
-
g
Z
D巴
ヴ
S

Fヴ
ヴ
三
回
目

に
お
け
る
そ
れ
と
の
問
に
は
、
額
著
な
相
惑
が
見
b
れ
る
。

三
品
目
、
官
己
C
E
H山
由
は
、
修
遺
院
長
職
解
任
と
共
に
、
司
教
に
遮

還
さ
れ
た
。
本
文
第
七
章
を
参
照
。

(

2

)

戸
ヴ
ゲ
三
宮
は
、
言
。
口
器
件
。
ユ
ロ
B
u
g
s
-
σ
山
口
日
と
共
に
、

修
道
院
叉
は
修
院
と
邦
彊
拝
さ
れ
る
習
い
で
あ
る
が
、
元
来
修
道
院
長

職
位
、
品
位
び
に
こ
の
職
位
に
附
随
す
る
諾
権
利
と
義
務
、
部
ち
修
道

士

ω
指
導
と
配
慮
、
修
道
院
財
産
の
管
理
と
享
有
等
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
本
文
に
お
け
る
ア
パ
テ
ィ
ア
は
、
も
と
よ
り
「
修
道

院
L

と
議

L
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
白
場
合
も
修
遺
院
建
造

物
そ
り
も
の
を
指
す
の
で
は
な
く
、
職
位
と
し
て
D

ア
パ
テ
ィ
ア
を

-d ト-

も
含
め
て
、
墓
舎
法
に
よ
り
正
式
に
承
認
さ
れ
た
修
遺
院
に
解
す
ぺ

告
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
ヲ
て
、
口
2H川

言
葉
が
一
ご
一
暦
暦
明
ら
か
に
理
解
さ
れ
る
乙
と
に
な
ろ
ラ
。
な
お
、
門
戸
ず
・

σ巳
ぽ
概
念
。
掛
強
化
と
推
移
に
ワ
い
て
は
、
簡
単
な
が
ら
、
〉

-
E
r

口
F
O
Z
〈
・
冨
虫
色
回
祖
国
広
ぢ
山
円
。
門
Ho--骨色町田
OW
件
-
一
コ
同

HwmZ由
O

PHHHVOロ〈
D町内山
E
Z
Zロ
gu

同

V-Nま
を
参
照
。

第
五
章

モ
リ
ス
ム
ス
修
道
士
等
、
修
道
院
長

ロ
ペ
ル
ト
ゥ
ス
錦
還
の
故
に
、
教
皇

の
耳
を
煩
わ
せ
し
と
と

さ
て
、
多
く
の
時
の
経
過
せ
ざ
弘
同
、

JTY
ス
ム
ス
の
修
道
士
等
は
)

ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
を
後
纏
ぜ
る
修
道
院
長
ゴ

1
デ
プ

mr
ド
ゥ
ス
の
沙
汰
に
よ

り
、
〔
こ
れ
ま
で
〕
し
ば
し
ば
述
べ
し
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
が
、
再
び
元
の
所
に

落
斎
く
主
っ
、
ロ

1

マ
教
皇
ウ
ル
パ
ヌ
久
の
許
に
至
り
、
要
請
し
始
め
た

り
。
教
皇
は
、
彼
等
の
運
動
の
激
し
か
り
し
故
に
、
彼
の
特
使
、
印
ち
畏

敬
す
べ
き
フ
プ

1
に
、
若
し
可
能
な
ら
ば
、
岡
修
道
院
長
は
一
持
び
〔
モ
リ
ノ

ス
ム
ス
に
〕
立
ち
障
り
、
且
つ
僻
地
〔
シ
ト
1
〕
を
選
び
た
る
修
道
士
等

は
〔
そ
こ
に
〕
卒
和
複
に
止
る
よ
う
委
婿
せ
り
。

(

1

)

前
章
及
び
本
章
は
、
何
回
D
H
Q
5
5
沼
pmロロ
g
w
g匂
-
M
H
J
J

O
β
0
仏
H
C
ロ
ロ
田
口
-ou
ロC
口
口
。
世
田
口
血
の
P
ヴロ
c口。ロ田一
ω
⑦市山田口
C
H
)
白血戸仏

2
]
g
e
8
0
0日

目
同

HH
唱
。
注
目
。
ヴ
mwHW
ロ戸口
C
白山口

O
山
田
恒
ヴ
ゲ
E
H
E
E
E々

円。

H
F
Z
(
H
0
5
8
m
E
Pヴ
ヴ
旦
山
田
口
ロ
ロ
∞

ρ
丘

paaqo目
。
吋
主
に
殆

~ 
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〆

• 

ん
ど
そ
の
儀
の
形
マ
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
細
部
の
異
同
に
つ
い
て
は

省
略
。

(

2

)

と
れ
が
一

O
九
九
年
五
月
、
郎
ち
シ
ト

1
建
設
後
一
年
有
徐

の
と
と
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
づ
い
て
は
、
一
『
・
。
?

HHCP
目立
p
w
H
M
-
E
を
参
同
問
。

ハ3
)

ゲロ
g
H
U吋山由仲
E
5
5冨
c-山田
5
8即日曲開
8
-
g
s・

第
六
章

修
道
院
長
ロ
ペ
ル

υ世
ス
蹄
還
の
た

め
の
主
教
皇
の
書
簡

101 

『
締
の
僕
仇
即
応
た
る
司
教
ウ
ル
パ
E
誌
ス
、
畏
敬
す
べ
き
友
に
し
て
教

皇
代
理
た
る
指
摘
司
教
ブ
プ

1
に
、
救
い
と
数
十
息
苦
の
祝
福
と
を
。

我
等
ば
、
曾
韓
闘
の
席
上
、
モ

P
ス
ム
ス
の
修
道
士
等
が
、
極
め
て
熱
烈

に
彼
等
の
修
道
院
長
の
競
還
を
願
う
大
な
る
訴
え
を
受
け
た
り
。
事
賃
、

か
の
地
に
お
け
る
信
仰
は
こ
ぼ
た
れ
、
且
つ
か
の
修
道
院
長
不
在
の
故
に
、

近
隣
の
諸
侯
、
並
び
に
爾
除
の
者
等
の
憎
悪
を
招
き
し
こ
と
を
開
陳
せ
り
。

我
等
は
、
遂
に
、
我
等
の
修
道
士
等
の
愛
の
力
に
動
か
さ
れ
、
若
し
可
能

な
ら
ば
、
か
の
修
道
院
長
が
札
制
よ
り
彼
の
門
か
つ
て
の
〕
修
道
院
に
立

ち
濁
る
主
主
蛍
書
簡
に
よ
り
、
我
等
の
意
に
遁
う
も
の
あ
り
と
魔
ゆ
る

訟
の
慈
愛
に
委
任
す
る
も
の
な
り
。
芳
し
、
汝
に
し
て
〔
こ
れ
々
〕
賓
現

し
得
ざ
る
時
は
、
僻
地
を
愛
好
す
る
人
人
は
、
不
安
に
〔
そ
こ
に
〕
住
ま

い、、〔モ

P
ス
ム
ス
〕
修
道
院
に
あ
る
人
人
は
、
巌
正
な
る
規
俸
を
遵
守
す

る
よ
う
配
慮
さ
れ
ん
こ
と
を
。
』
教
皇
の
こ
の
書
簡
を
受
け
し
教
皐
一
特
使

d ‘ 費量

一¥料

円

ev

ば
、
穣
勢
、
あ
り
且
つ
信
仰
厚
き
人
人
を
召
集
し
、
以
下
に
書
き
記
せ
る
蛍

該
事
に
つ
き
裁
決
せ
り
。

(

1

)

蛍
書
簡
は
、
開
H
C
E
E
B
冨出品
W
E
B
に
は
牧
め
ら
れ
て
い

，h
、。

φ
'
q

・ν
(
2
)
8
2
5
由良
2
2
B
U
O山
は
、
教
皇
書
簡
、
特
許
扶
に
恒

例
的
に
用
い
ら
れ
忍
一
言
葉
で
あ
り
、
教
皇
グ
レ
ゴ
ー
ル
一
世
(
五

九

O

六

O
四
年
在
位
)
の
時
か
ら
定
型
化
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る

が
、
そ
の
起
源
に
づ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
と
れ
に
つ
い
て
は
、

当ニ
Z
E
F
g
g
p
N
R
J
1
R唱
自
立
ロ
E
o
p
H
回
目
。
山
岳
ロ
ロ
目
的

∞0
2
5
由。
2
2
β
B
ロ⑦
r
N
a
z口
H
E片付仏
R
m
p
i
m
H
M
M
γ
m
E
Zロ
m

E
門
知
出
口
げ
宮
内
町
田
口
町
山
口
宮
P
M
M内

M内
J
1
F
S
H品u
同
州

F
口
。
ロ
山
田
口
町
叩
〉
ず

窓
口
口
目
的

J1Fω
・
ω
ま
l
a
a
u
ロ2
8
g
o
w
k
r
g
H
F
O円
ロ
目
的
口
げ
⑦
回
目
仏

片岡宮]内山田口町
2

E
山H
M
S
P
U
E
8
5
C
A
U
S
A
F
∞w閉山
-
N
E
l
N
E
所
牧

を
参
照
。
a

(

3

)

原
註
一
三
・
六
。
「
彼
は
、
一

O
八
八
年
ク
リ
ュ
一
一

1
教
圏
よ
り

選
ば
れ
し
ウ
ル
パ

1
ヌ
ス
二
世
な
り
。
」
グ
レ
ゴ
ー
ル
七
世
の
理
念

を
受
継
い
だ
彼
の
教
曾
改
革
と
、
所
謂
聖
一
職
絞
任
様
を
め
戸
、
る
ハ
イ

シ
リ
ァ
ヒ
回
世
と
m
V

争
議
に
ヲ
い
て
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼

の何回以山田仲
c
g
o
H
H
U
B
-
r
m
g
は
冨
釘
ロ
0・
句

-F-w
同・

0FH
所

牧
。
彼
に
闘
す
る
満
足
ナ
ベ
き
そ
ノ
グ
ラ
1

7
は
殆
ん
ど
な
い
。
教

皇
登
極
以
前
白
彼
の
所
俸
に
ヲ
い
て
は
、
司

-
E
R
P
N民
同
盟
cmヤ

5
1
H
W
向
。
田
市
mwH)注
目
白

d
c
σ
h
H
E
H
Y
出

P
H
F
Z
E
-
教
皇
と
し

て
の
行
政
に
ヲ
い
て
は
、

kr・
司
-wvow
。ロ
OHρ
ロ
g
cヴ田
O
Z
P件目。ロ血

δ，11 

主幽ーーーーー一一
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一
橋
諭
援
策
一
一
一
十
念

由
民
同
宮
内

C
C
2
5
0
8
8
H
a
o
て
跡
的
ロ

8
P
H
H
Z
S
M
M由
q
d号
P
H
H
F

P
H
1
3
3
S
を
参
照
。
現
在
と
し
て
は
、
k
p
・
匂
ロ
ロ
H
M
叩

Z
J
1・
民
p
a

H

注
目
切
出
向
田
仲
包

B
F
E
U
-山田
O
W

仲

-
p
-
u・
H
3
1
8叫
が
最
も
詳
し

い
も
の
で
あ
ろ
う
o

'

(

4

)

営
舎
議

(g口
口
自
民
自
)
に
つ
い
て
は
、
の
何
百
O

巴
gロ
切
O
B
E

C
H
E
g
E
C
区
討
の
HMU
冨
何
回
内
ww
句

-
F
-
w
?
の
M
F
J
H
H
H
F
S
H
-

E
8
参
照
。

(

5

)

蛍
教
皇
書
簡
に
お
い
て
、
シ
ト
1
修
遺
院
が
ナ
ぺ
て

2
0
・

s
g
と
呼
ば
れ
、

pσ
ず丘町
P
叉
は

B
Cロ
g
g
H
E
S
と
呼
ば
れ
て

い
な
い
こ
と
に
注
意
。

(

6

)

本
文
第
七
章
、
参
照
。

第
五
裁

第
七
章

モ
リ
ス
ム
ス
並
び
に
シ
ト

f
の
室
内
事

に
閲
す
る
教
皇
特
使
の
札
制

『

F
ヨ
ソ
聖
堂
の
僕
た
る
フ
ゴ

1
、
最
も
親
愛
な
石
友
、
-
フ
シ
グ
ル
の

司
教
ロ
ぺ
ル
ト
ゥ
ス
に
救
い
〔
の
あ
ら
ん
こ
と
〕
を
。

我
等
ば
、
近
時
ア
Y

シ
ル
一
プ
ヘ
H
ア

ν
ス
〕
に
お
い
て
行
わ
れ
た
る
曾

議
に
お
い
て
、
モ
リ
ス
ム
ス
聖
堂
の
事
に
つ
き
決
定
し
た
る
と
こ
ろ
を
、

貴
下
の
友
誼
に
殺
げ
る
必
要
あ
り
と
孝
え
た
り
。
モ
リ
ス
ム
ス
の
修
道
士

等
は
、
貴
下
の
誓
飴
を
携
え
て
、
我
等
の
許
に
来
り
、
修
道
院
長
ロ
ベ
ル

ト
ゥ
ス
辞
任
の
故
に
生
じ
た
る
モ
リ
ス
ム
ス
の
悲
歎
と
表
徴
と
を
開
陳

し
、
且
つ
彼
自
身
が
、
再
び
〔
彼
等
の
〕
父
〔
日
修
道
院
長
)
に
任
ぜ
ら

• トーv

ミ

実

れ
ん
こ
と
を
掻
く
要
望
吾
り
。
事
寅
、
彼
等
は
、
モ
リ
ス
ム
ス
聖
堂
に
平

和
と
安
寧
と
を
同
復
し
、
修
道
規
律
の
賓
施
を
初
期
の
妖
態
に
引
戻
す
べ

き
方
途
は
、
他
に
何
等
存
せ
ず
と
一
考
え
た
り
。
貴
下
が
、
該
聖
堂
の
修
道

院
長
に
任
じ
た
る
ガ
ウ
フ
リ
ー
ド
ゥ
ス
も
亦
、
そ
こ
〔
H
曾
議
〕
に
て
我

等
に
見
参
し
、
若
し
、
我
等
が
彼
〔
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
〕
に
そ

F
ス
ム
ス
聖

堂
を
委
任
す
る
よ
う
決
定
せ
ば
、
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
自
身
に
父
〔
H
修
道
院

長
〕
と
し
て
の
彼
〔
ガ
ウ
ブ

P
1
ド
ゥ
ス
〕
の
地
位
を
輿
う
る
旨
、
告
げ

知
ら
せ
た
り
。
故
に
、
貴
下
並
び
に
そ
リ
ス
ム
ス
修
道
士
等
の
要
請
を
諒

承
し
、
且
つ
叉
、
こ
の
事
を
我
等
に
依
額
し
、
す
べ
て
を
我
等
の
庭
置
と

裁
弐
に
委
任
せ
る
主
教
皇
の
書
簡
を
受
け
、
最
後
に
、
貴
下
の
懇
請
に
答

え
、
我
等
と
共
に
出
席
せ
る
多
く
の
信
仰
厚
き
人
人
、
司
教
等
並
び
に
他

の
人
人
の
助
言
に
よ
り
、
彼
〔
ロ
ペ
ル
ト
ゥ
ス
〕
を
そ
リ
ス
ム
ス
聖
堂
に

戻
す
こ
と
を
決
裁
せ
り
。
即
ち
、
彼
は
か
の
地
〔
H

モ
F
ス
ム
ス
〕
に
蹄

還
す
J
比
先
立
ち
、
シ
ャ
ロ
ソ
に
至
り
、
彼
が
爾
徐
の
諸
修
道
院
の
慣
例

に
従
い
て
誓
約
を
な
し
た
る
我
等
の
兄
弟
・
シ
ャ
ロ
シ
司
教
に
、
牧
者
の

杖
と
修
道
院
の
管
掌
〔
権
〕
と
を
返
還
し
、
且
つ
彼
に
、
そ
の
修
道
院
長

と
し
て
の
誓
腐
を
な
し
、
叉
服
従
を
誓
約
せ
る
新
修
道
院
の
修
道
士
等
を
、

営
該
誓
願
と
服
従
と
よ
り
、
自
由
立
つ
完
全
に
解
き
、
合
せ
て
彼
自
身
も

亦
、
彼
が
司
教
並
び
に
シ
ャ
‘
ロ

y
聖
堂
に
な
し
た
る
誓
約
よ
旬
、
司
教
に

よ
り
て
解
か
る
べ
き
こ
と
明
ら
か
な
り
。
同
時
に
、
我
等
は
、
彼
が
新
修

道
院
を
離
る
る
に
営
り
、
彼
に
従
わ
ん
と
す
る
新
修
道
院
の
修
道
志
庁
、

す
べ
て
彼
と
共
に
そ
リ
ス
ム
ス
に
立
ち
腕
る
べ
き
許
可
を
問
問
え
た
り
。
た

だ
し
、
雨
者
何
れ
の
修
道
院
に
も
せ
よ
、
聖
ペ
ネ
デ
グ
ト
ウ
マ
へ
の
定
む
る
と

a 

512 

長



尽F

f‘ 

、

こ
ろ
に
竣
ら
ず
、
門
蛍
〕
教
令
に
擦
り
、
新
修
道
院
の
修
道
士
等
の
藤
受
を

勧
告
し
、
受
理
す
る
が
如
き
こ
と
は
許
さ
ざ
る
も
の
と
せ
り
。
こ
こ
に
述

べ
し
こ
と
を
彼
が
な
し
た
る
後
は
、
貴
下
が
彼
を
モ
リ
ス
ム
ス
修
道
院
の

修
道
院
長
に
再
任
せ
ん
が
た
め
、
彼
を
貴
下
の
許
に
差
遣
す
る
も
の
な
り
。

さ
れ
ど
、
若
し
彼
が
、
生
来
の
軽
悦
の
枕

ι、
問
聖
堂
を
放
棄
す
る
と
せ

ば
、
ガ
ウ
フ
リ
ー
ド
ゥ
ス
の
存
命
中
は
、
貴
下
と
我
等
と
か
の
ガ
ウ
フ
リ

ー
ド
ゥ
ス
の
同
意
な
し
に
は
、
何
人
も
彼
〔
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
〕
を
後
継
せ

ざ
る
も
の
と
す
。
し
か
し
、
先
惑
の
修
道
院
長
ロ
ペ
ル
ト
ゥ
ス
の
纏
奔
堂
、

並
び
に
彼
が
モ
リ
ス
ム
ス
聖
堂
よ
り
持
会
せ
る
爾
徐
の
も
の
Y
」
も
に
闘
し

で
は
、
彼
は
〔
こ
れ
ら
を
〕
シ
ャ
ロ

ν司
教
、
並
び
に
新
修
道
院
に
返
却

せ
る
も
、
我
等
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
は
、
モ

η
ノ
ス
ム
け
い
の
同
意
を

得
て
轄
篤
せ
ん
た
め
、
聖
ヨ
ア
ネ
ス
・
パ
プ
テ
ス
タ
初
杭
祭
日
ま
で
彼
等

の
手
許
に
留
め
た
る
に
渇
ダ
ざ
る
ブ
レ
グ
ィ
ア
リ
ヮ
ム
を
除
き
、
新
修
道

院
の
修
道
士
等
の
保
有
に
永
ら
う
べ
き
こ
と
を
定
む
。
し
か
し
て
、
蛍
裁

決
に
立
ち
曾
い
し
者
は
、
諸
司
教
、
門
町
ゆ
り
〕
オ
1
タ
ゾ
の
ノ
ル
ト
ガ
ウ
ド

ウ
ス
、
ジ
ャ
ロ

ν
の
ガ
ル
テ
ル
ス
、
マ
コ

1

y
の
ベ
ラ
ウ
ド
ゥ
ス
、

ψ

プ
レ

イ
の
ポ

ν
テ
ィ
ウ
ヘ
並
び
に
諸
修
道
院
長
、
〔
即
ち
〕
ト
ゥ
ル
一
一
ュ

1
の

ペ
ト
ル
ス
、
デ
ィ
ジ
ョ

ν
の
ヤ
ケ
ジ
ト
1
、
ェ
ネ
1
の
ガ
ウ
ケ
ラ

y
ヌ
ス
、

更
に
叉
、
主
教
白
訟
の
曾
計
院
長
官
ベ
ト
ル
ス
、
並
び
に
清
廉
と
高
潔
と
の

設
あ
る
多
数
の
他
の
人
々
な
山
リ
き
。
』

(
9
)

か
の
修
道
院
長
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
を
賞
揚
且
つ
承
認
し
、
シ

ト
1
修
道
士
等
が
、
か
の
地
門
日
シ
ト
1
〕
並
び
に
モ
リ
ス
ム
ス
の
地
に

お
い
て
、
彼
に
誓
約
せ
る
服
従
門
誓
願
〕
よ
り
彼
等
を
解
き
、
立
つ
シ
ャ

!・103

ロげ
J

司
教
、
主
ガ
ル
テ
ル
ス
ば
、
修
道
院
長
を
か
の
聖
堂
の
管
掌
〔
樺
〕

よ
り
解
き
、
更
に
僻
地
を
愛
好
せ
ざ
る
若
干
の
修
道
士
等
を
も
、
彼
と
共

に
復
節
ぜ
し
め
た
り
。
か
か
る
が
故
に
、
且
つ
叉
教
皇
の
認
可
に
よ
り

営
該
爾
修
道
院
は
、
平
和
主
全
き
自
由
の
中
に
安
ら
え
り
。
さ
れ
ど
、
続

還
せ
る
修
道
院
長
は
、
保
護
の
盾
の
た
め
、
彼
の
司
教
に
こ
の
書
簡
を
提

示
せ
り
。

(

1

)

蛍

仏

8
5
E
B
は
同
WHCみ
E
B
冨
円
高
ロ
ロ
B
に
は
牧
め
ら

れ
て
い
な
い
。
本
小
史
の
ミ

1

ニ
ユ
版
営
章
に
は
、
最
初
の
一
部
分

を
牧
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
会
文
は
冨
目
的
R
J
H
ν
-
v
-
L・の
Hし
J1HF

ロ
CH-uhu
に
あ
る
。
ミ

1
-
一
ュ
は
、
営
教
令
の
年
代
を

HHHHS
自
5
0

H
S吋
!
混
と
し
て
い
る
が
信
じ
難
い
。

ハ
2
〉
嘗
書
簡
の
所
在
と
内
容
と
に
ヲ
い
て
は
知
り
得
な
か
っ
た
。

(

3

)

の
P
丘
吋
広
誌
は
、
本
文
第
五
章
に
あ
づ
て
は
の

c
p以
ユ
会
話

と
な
っ
て
い
る
。

(
4
)
8
2回
全
M
5
8
5
5
z
eロ
O
B
n
g
g
g
E
B
P
H
Uヴ
巳
ロ
B

な
る
言
葉
は
、
骨
同
時
修
道
院
長
任
拓
植
は
多
く
司
教
の
掌
中
に
あ
り
、

修
道
院
長
自
由
選
挙
を
行
い
得
た
修
道
院
は
多
く
は
な
く
、
従
っ
て

聖
一
ベ
ネ
ダ
ク
ト
舎
則
(
第
六
十
四
章
)
が
修
透
院
側
で
正
し
〈
遵
守

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

5

)

「
翠
a
ベ
ル
ト
ウ
ス
停
」
第
十
一
章
(

J

コS
ω
・
同
巳
U
2仲

r

gHVaM口
一
一
区
高
ロ
♂
同
ν・
?
?
の
FJ1HFSH-
巴
芯
)
に
よ
れ
ば
、

R
E
H出
向
凶

H
H
D
σ
5
5
0ロ
P口
町
一
回
冨
CH山田自民
B
H
o
a
-
5・w

w

と
あ
り
、
彼
と

3

共
に
鋳
ヲ
た
修
道
士
は
ニ
人
と
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ウ
イ
り
ア

-
T
S



一

橋

論

叢

第
一
一
一
十
袋

第
五
裁
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オ
プ
・
?
ル
ミ
ス
パ
リ
ー
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諾
玉
事
蹟
』
(
の

g
g

g
mロ
HHBK戸
口
弘

CHCB柚
ゲ

HJJωω
吋
一
出
目
的
回

OWHν
・
岡
、
・
二
・
の

HLM内
M内

HMU
口
CH-HNS)
に
よ
れ
ば
、
よ
山

-02昨
日
。
回
目
。

H
Q田
窓
口
山
田

cg-

目。由

ρ
E
8
8
0
0
2ロ
OHP口
HW]U320HCロ
Z
・3

と
あ
り
、
営
初
の

総
長
二
十
一
名
が
そ
の
後
増
減
し
な
か
づ
た
と
す
れ
ば
、
八
人
を
残

し
た
十
三
人
と
な
ろ
う
。
な
お
、

-H-csop
目立

pwHU-S
を
参
照
。

(

6

)

由
C
E
P
F
i
g
g
な
る
表
現
は
、
「
聖
一
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
停
」

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
彼
の
名
望
と
高
徳
と
に
一
致
し
な
い
よ
ラ
に
恩

わ
れ
る
が
、
彼
は
以
前
に
も
モ
リ
λ

ム
ス
修
道
院
を
離
れ
て
い
る
。

郎
ち
、
彼
は
一

O
九

O
年
頃
モ
リ
λ

ム
ス
を
去
り
、
オ

1
(
k
rロ
阿
)

に
隠
遁
し
た
ζ

と
が
あ
る
が
、
一

O
九
三
年
頃
再
び
モ
リ
ス
ム
ス
に

跨
っ
た
(
と
れ

b
年
次
に
闘
す
る
考
設
は
、
民

-H-FPHHB三
二
za--

H間同
Hcpu]u-
字
申
・
同
・

0
5
c
p
目立

F
H
V・
ム
む
参
照
)
?
の
み
な
ら

ー
ず
、
彼
は
モ
リ
ス
ム
ス
修
道
院
長
に
な
る
以
前
に
も
、
切
件
目
冨
-
ロ
げ
巴

【
凶

σ
パ司

C口
HHOH吋
O
の
修
道
院
長
、

m
F〉
可

C丘
の

]U岡山
OZ円
で
あ
り
、

と
れ
ら
多
彩
な
経
歴
が
、
修
道
士
の
重
要
な
誓
願
で
あ
る
∞

S
Eロ
-

g
白
に
も
と
る
も
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
も
り
で
あ
ろ
う
。

(

7

)

砂
田
巴

i
g白血
PHHntTFHMH岡山由民
PH》江田
g
o
は
五
月
十
五
日

(
ロ
・
国

-
E
O
R
B
P回
目
"
N
巳
片
岡
め
の
げ
出
口

HHmw
同申

#awH凶

2
ロロ

m-
混
)
。

(

8

)

デ
ィ
ジ
ョ
ン
市
立
聞
書
館
に
は
、
目
録
第
十
二
時
制
と
し
て
十

一
世
粗
末
の
聖
一
詩
集
が
保
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
宮
色
付

2
5
5

の
第
十
葉
に
附
さ
れ
た
註
稗
の
一
部
に
は
、

J
V
5
0
8
5
宮

pzoa

H山
口
自

ρ
gふ
匂

2

8
臣
官
岳
町
Cロ
O
B
吉田
HB-aロ
B

E♀
c
E
P
Z

‘ 片

k 

静
岡

u
a
g
E
S
E
H
2
0
2
8
5窓
口
曲
。
白
骨
骨
密

C
E
s
s
m四
国
営
口

S
B

B
B忠
臣
芹
担
当
誌
の
山
田

g
B
E
E
-
-
:
:
ョ
が
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
妻
詩
集
は
口
ベ
ル
ト
ウ
見
の
モ

q
ス
ム
ス
修
選
院
蹄
還
に
際
し
、

ジ
ト
ー
に
保
有
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
と
が
知
ら
れ
る
。
と
の
聖
一
詩
集

と
本
文
の
プ

V

グ
ィ
ア
リ
ウ
ム
ハ
雲
務
日
課
用
新
穏
書
)
と
は
、
同

一
の
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
教
令
本
文
に
よ
れ
ば
、

営
プ

V

グ
ィ
ア
リ
ゥ
ム
が
モ

F
ス
ム
ス
修
道
院
に
跨
属
ナ
べ
き
も
の

と
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
現
存
の
翠
詩
集
は
、
本
文
に
お

け
る
い
円
山
市
ih晴
ぽ
直
川
同
性
清
阿
古

P田
口
伊
冨
♀
山
田

HHMO口
出
回
開
口
口

-
a
P

5
8色
。
口
出
目
。
ロ
ロ

HHHww
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た

だ
し
、
プ

V

ヴ
ィ
ア
リ
ゥ
ム
な
る
言
葉
が
嘗
時
ど
の
よ
う
に
使
用
さ

れ
て
・
い
た
か
、
翠
務
日
課
用
書
集
が
お
し
な
べ
て
そ
の
よ
う
な
言
葉

で
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
か
ど
う
か
は
、
別
に
検
討
ナ
ベ
き
問
題
で

あ
ろ
う
(
』
・
。
昨
日

HCP
目立

pwHV・
ミ
祖
国
・
同
)
。

(

9

)

出
告
白

D
Bロ
宮
担
ヴ
ヴ

P田
口

-oHpcap-件
2
p
n
p
の
解
穣

は
、
墓
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
へ
の
評
債
の
問
題
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
が
、

オ
ト
l
ン
の
解
緯

C
-
C
5
c
p
志向
P
H
U・
S
田
宮
・
)
に
品
開
し
マ
I

ン
は
銑
く
批
列
し
て
い
る

Q
・
ロ
・
冨
担

E
P
目立。

-wMH
主
)
が
詳
細

は
省
略
す
る

O
岡
山

H
C
E
E
E
出
向

pm州
ロ
ロ
ヨ
第
十
ム
ハ
章
で
は
、
や
や
詳

し
く
失
の
よ
う
に
迷
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
さ
て
、
か
の
修
道
院
長
は

僻
地
の
恐
怖
と
荒
荷
量
と
を
い
た
〈
嫌
悪
し
、
不
幸
に
も
、
営
初
。

〔

H
モ
リ
ス
ム
ス
に
お
け
る
〕
名
産
と
便
宜
と
を
想
起
し
、
若
し
彼

が

mw
地
の
祷
食
を
愛
好
ナ
る
と
せ
ば
、
教
皇
よ
り
詮
ら
れ
た
w

，
申
書
簡

、

. 
‘d 

δ14 

与ι-



r、

の
趣
旨
に
沿
い
て
行
動
し
得
た
る
に
、
上
述
せ
る
す
べ
て
の
こ
と
を

賞
揚
し
立
つ
承
認
し
た
り
。
」

第
八
章

修
道
院
長
官
ペ
ル
ト
ゥ
ス
の
推
薦

105 

『
シ
ャ
ロ
ヅ
聖
堂
の
僕
た
る
日
カ
ル
テ
ル
ス
、
最
も
親
愛
な
る
兄
弟
に
し

て
ラ
Y
グ
ル
司
教
た
る
同
僚
司
教
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
に
救
い
〔
あ
ら
ん
こ
と
〕

を。
我
等
の
司
教
匿
内
に
位
置
し
、
新
修
道
院
と
呼
ぱ
る
る
か
の
修
道
院
を
、

我
等
が
委
任
せ
し
兄
弟
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
が
、
主
大
司
教
フ
ゴ
1
の
裁
決
に

よ
り
、
シ
ャ
ロ

y
聖
堂
に
な
せ
し
誓
願
、
更
に
我
等
に
誓
約
せ
し
服
従

〔
誓
願
〕
よ
り
、
解
か
れ
た
る
こ
と
は
、
既
に
貴
下
の
知
る
と
こ
ろ
な
る

べ
し
。
他
方
彼
自
身
も
亦
、
上
記
新
修
道
院
に
留
ま
る
こ
と
を
決
意
せ
る

修
道
士
等
を
、
彼
等
が
彼
に
誓
約
せ
し
服
従
〔
誓
願
〕
よ
り
解
き
、
自
由

を
輿
え
た
り
。
よ
っ
て
爾
後
、
貴
下
が
彼
を
受
け
入
れ
、
鄭
重
に
遁
す
る

K
懸
念
な
か
る
べ
し
。
敬
白
。
』

(
1
)
g
g
B
σ
口仏国
-
2
0

は
遁
例
一
司
教
が
他
数
匿
に
赴
く
司
祭
の

た
は
山
に
な
ナ
他
司
教
へ
の
推
薦
を
意
味
し
、
そ
の
書
扶
は

g
B
E
S
t

p
E注
目
白
又
は

5
Z
5
0
8
B
B⑦
ロ
己
主
芹
凶
器
と
呼
ば
れ
る
。
こ
ζ

で
は
、
シ
ト
l
修
道
院
を
所
管
す
る
シ
ャ
ロ
ン
司
教
よ
り
、
モ
リ
ス

ム
ス
修
道
院
を
所
管
す
る
ラ

y
グ
ル
司
教
に
、
同

V
S
R
E
C
仏
色
。
ロ
ハ

田
宮
口
山
田
〔
列

GZH昨日
)
1
2
u
-
〈
口
・
。
目
的
で
怠
ら
れ
た
推
薦
委
の

.
内
容
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

費

料

. 
4、

第
九
章

ペシ
リト
ク I
ス3聖
の堂
選第
奉ー
にイミ
ヲイ彦
き遺
て院

長
ア
yレ

さ
て
、
そ
の
牧
者
を
失
い
し
シ
ト
1
聖
堂
ば
、
共
に
門
集
い
〕
来
り
て

正
式
の
選
翠
に
よ
り
、
ア
ル
ペ
リ
グ
ス
と
い
う
名
の
修
道
士
を
、
彼
等
の

修
道
院
長
に
任
じ
た
り
。
周
知
の
如
く
、
〔
彼
は
〕
文
惑
に
秀
で
、
一
胸
〔
の

こ
と
〕
に
も
人
〔
の
こ
と
〕
に
も
充
分
遁
障
し
、
〔
聖
ベ
ネ
デ
グ
ト
ゥ
ス
の
〕

規
定
と
修
道
士
等
と
を
愛
せ
る
人
に
し
て
、
モ

P
ス
ム
ス
並
び
に
か
の
聖

(
2〉

堂
〔
1
シ
ト
1
修
道
院
〕
に
あ
り
て
、
極
め
て
長
期
に
亙
り
副
修
道
院
長

の
札
一
似
を
保
ち
、
且
っ
そ
リ
ス
ム
ス
よ
り
か
の
地
〔
H
シ
ト
1
〕
に
移
ら

ん
が
た
め
に
多
目
に
わ
た
り
努
力
せ
り
。
じ
か
し
て
、
こ
の
こ
と
の
た
め

多
く
の
恥
扉
と
投
獄
と
答
飛
と
を
蒙
り
に
日
。

(

1

)

営
掌
題
に
お
い
て
、
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
が
ジ
ト
l
塞
堂
第
一
代

修
遺
院
長
(
ゆ
ユ
ヨ
ロ
由
記
)
ず
訟
の

E
O
B目
。
白
色
血
肘
ロ
ロ

-ggろ
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
シ
ト

1
創
建
、
ジ
ャ

ロ
y
苛
数
に
よ
る
正
式
D

絞
任
(
本
文
第
四
章
)
の
事
費
よ
り
し
て

奇
異
白
感
が
懐
か
れ
否
。

ζ

れ
は
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
が
、
創
建
後
な
お

日
浅
か
っ
た
シ
ト
!
の
後
展
に
カ
を
塞
さ
な
い
内
に
そ
こ
を
去
っ
た

と
と
か
ら
、
彼
を
初
代
修
道
院
長
と
'
ず
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
シ

ト
}
修
道
院
側
の
意
識
的
措
置
で
あ
づ
た
で
あ
ろ
う
か
。
嘗
時
は
ア

ル
ベ

P
ク
ス
が
と
も
か
く
初
代
修
院
長
と
考
え
ち
れ
て
い
た
ら
し
い
。

明
担
肖
円

H
E
B
出
p
m
ロ
民
自
に
は
、
な
ぜ
か
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
に
闘
ナ
る

• δ15 
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た
る
修
道
院
を
動
揺
せ
し
め
お
り
し
憂
苦
の
嵐
を
、
鑓
め
得
る
も
の
と
考

え
始
め
た
り
。
し
か
し
て
、
彼
は
将
来
の
こ
と
に
あ
ら
か
じ
め
心
を
用
い
、

浅
沼
士
等
の
助
言
に
よ
り
、
二
人
の
修
道
士
、
ョ
ァ
「
仇
札
と
イ
ル
ボ
1
下

ス
と
を
ロ

1

マ
に
浪
遣
し
、
主
、
教
皇
パ
ス
カ
1
リ
ス
に
、
彼
の
聖
堂
が

あ
ら
ゆ
る
聖
一
界
俗
界
の
人
人
の
医
迫
よ
り
安
堵
せ
ら
れ
、
且
つ
保
護
せ
ら

れ
、
永
遠
に
教
皇
の
庇
護
の
下
に
置
か
る
る
よ
う
請
願
せ
り
。
こ
れ
ら
修

道
士
は
、
先
言
せ
る
大
司
教
フ
プ

1
、
並
び
に
口

1

7
聖
堂
枢
機
卿
ヨ
ヤ
ノ

ネ
ス
及
び
ペ
ネ
行

V
ト
ゥ
ス
、
更
に
は
シ
ャ
ロ
ジ
司
教
ガ
ル
テ
リ
ゥ
ス
の

署
名
せ
る
諸
書
簡
に
信
伏
し
、
つ
つ
が
な
く

?
t
マ
に
赴
き
、
同
教
皇
パ

ス
カ
I
リ
ス
が
、
息
帝
の
設
け
た
る
此
脚
に
誤
る
以
前
に
、
修
道
院
長
並

び
に
彼
の
同
志
等
の
懇
一
臓
を
全
面
的
に
取
り
上
げ
し
同
教
皇
の
特
許
仇
幻

携
え
て
跨
院
せ
り
。
我
等
は
こ
れ
ら
書
簡
、
並
び
に
ロ
ー
マ
〔
教
皇
〕
の

特
許
扶
を
こ
の
小
著
の
中
に
引
用
せ
り
。
そ
は
、
我
等
の
後
縫
者
等
が
、

い
か
に
大
な
る
助
言
と
樺
威
と
に
よ
り
、
彼
等
の
聖
堂
が
創
建
せ
ら
れ
し

か
を
知
ら
ん
が
た
め
た
り
き
。

(

1

)

本
文
第
二
章
、
参
照
。

(
2
)
5
S
H
U
岡
山
S
E
m
-
F
W
3
5
H
a
r
E
Y
F
S
M
V・
ぐ
ロ
及
び
』
・

。sc
P
5
5
4
H
Y
∞
cw
口・
N

を
参
照
。

(

3

)

原
註
二
ニ
八
。
「
そ
の
名
務
第
二
世
た
る
歎
皇
パ
ス
カ

1
p

ス
は
、
主
の
一

O
九
九
年
ク
リ
ュ

?
i教
固
よ
り
最
高
司
教
に
選
ば

れ
、
皇
帝
ハ
イ
ン

F
ッ
ヒ
四
世
、
他
。
意
見
に
よ
れ
ば
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
五
世
と
相
互
に
認
霞
せ
し
事
職
様
。
授
奥
に
闘
し
過
誤
を
犯
せ
し

と
言
、
ヮ
。
」

資

料

教
皇
パ
ス
カ
ル
二
世
に
づ
い
て
は
、
〉
-
宮
山
口
F
W
2
J
1・
区
民
片
山
口
祖

国王
C
可
。
品
。
戸
川
岳
山
見
?
∞
二
u・
8
∞

ω吋
u
・
そ
の
史
料
・
文
献
の

概
略
は
、
日
ず
広
u
H
U
・

8
∞
w
p
H
を
参
照
。

(

4

)

そ
れ
ぞ
れ
本
文
第
十
一
一
、
十
一
、
十
三
章
を
参
照
。

(

5

)

山口

EH)片山
C
宮
古
辛
口
三
日
目

)03件
。
吾

HuoaRZ-
は
一
一

一
一
年
ハ
イ
ン
リ
y

ヒ
五
世
が
建
一
職
一
絞
任
構
に
闘
し
パ
ス
カ
ル
二
世

と
協
定
を
結
び
(
の

8
2己
主
a
o
m
c
E
E
A
F
思
え
目
。
吋
)
、
問
機

は
教
皇
に
譲

p
、
俗
界
。
所
有
機
は
自
己
O

手
中
に
牧
め
た
が
、
ド

イ
ツ
の
祷
侯
・
教
舎
む
反
動
を
受
け
、
ワ
い

K
こ
の
協
定
を
破
り
、

教
皇
を
捕
え
て
自
己
に
帝
冠
を
曇
せ
し
め
、
聖
職
此
就
任
権
を
も
掌
中

に
牧
め
、
ド
イ
ツ
皇
帝
を
破
門
に
附
せ
ず
と
の
一
誓
約
を
交
さ
せ
た
事

件
を
意
味
す
る
こ
と
は
周
知
の
と
と
で
あ
ろ
う
。

(

6

)

本
文
第
十
四
章
、
参
照
。

第
十
一
章

植
機
卿
ヨ
ア
ネ
ス
並
び
に
ペ
ネ
デ

ク
ト
世
ス
の
書
簡

『
あ
ら
ゆ
る
所
に
お
い
て
最
も
優
れ
た
る
質
訴
に
債
す
る
主
、
教
父
パ

ス
カ
1
リ
ス
に
、
ヨ
ア
ネ
ス
並
び
に
ペ
ネ
デ
グ
ト
ゥ
ス
、
す
べ
て
の
こ
と

を
遁
じ
我
等
自
身
を
〔
捧
ぐ
U
o

な
べ
て
の
聖
堂
の
国
慮
を
な
し
、
要
請
せ
ら
れ
た
る
正
し
き
懇
願
に
手

を
差
し
の
べ
、
且
つ
貴
下
の
支
援
に
よ
り
て
支
え
ら
れ
た
る
キ
リ
ス
ト
教

の
進
展
す
べ
き
は
、
我
等
の
職
掌
に
属
す
る
が
故
に
、
我
等
は
、
我
等
の

517 



一

橋

論

叢

第
三
十
巻

第
五
裁

108 

助
言
に
よ
り
て
営
書
簡
を
持
参
す
る
者
、
〔
即
ち
〕
貴
下
の
父
た
る
職
位
に

差
遣
す
る
若
干
の
正
式
修
道
士
等
に
、
貴
下
が
快
く
耳
を
藷
さ
れ
ん
こ
と

を
切
に
祈
る
も
の
な
り
J

ま
こ
と
に
彼
等
は
、
貴
下
の
先
任
者
に
し
て
、

我
等
の
至
穏
な
る
思
出
た
る
主
、
教
皇
ウ
ル
パ

1
ヌ
ス
よ
り
、
不
安
と
彼

(

2

)

 

等
の
信
仰
の
不
動
と
に
つ
き
受
け
た
る
教
令
、
並
び
に
同
数
令
の
趣
旨
に

沿
い
、
営
時
教
皇
特
使
た
り
し
り
ヨ
ソ
の
大
司
教
、
及
び
他
の
諸
司
教
、

更
に
諸
修
道
院
長
等
が

3

彼
等
〔
シ
ト
1
修
道
士
〕
と
、
彼
等
が
信
仰
の

故
に
そ
こ
よ
り
離
れ
た
る
モ
リ
ス
ム
ス
修
道
院
と
の
聞
に
つ
き
、
決
定
し

(
S〉

た
る
こ
と
ど
も
が
、
貴
下
の
楼
威
あ
る
特
許
吠
に
よ
り
、
永
遠
に
不
抜
を

ハ
4〉

保
つ
よ
う
要
望
せ
り
。
我
等
は
、
ま
こ
4
」
自
ら
見
、
且
つ
彼
等
の
虞
の
信

仰
に
謹
言
を
輿
え
る
も
の
な
り
。
』

、
(

1

)

原
註
二
ニ
九
。
「
こ
の
二
人
の
樋
機
卿
は
、
王
妃
ベ
ル
ト
ラ
を

フ
ラ
ン
ク
玉
ヒ
ィ
リ
y
プ
ス
一
世
と
和
解
せ
し
む
る
た
め
、
パ
ス
カ

1
p
ス
二
世
に
よ
り
汲
遣
せ
ら
れ
て
、
営
時
ガ
ワ
ヤ
に
居
れ
り
。
」

原
註
で
は
、
会
-
口
付
出
0
3
3
B
B
m
H
山口刷出口

H
U
E
-
日ゆ
O
C
H
-

司
3
5
0
・

2
包
括
向
日
同
ほ
陪
直
直
川
団
陀
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
植
機

卿
は
、
先
に
ウ
ル
パ

y

二
世
に
よ
り
、
一

O
九
五
年
十
一
月
十
八
日

ク
レ
ル
モ

y
宗
教
舎
議
に
お
い
て
、
ア
ン
ジ
ュ
!
伯
妃
ベ
ル
ト
ラ
l

r
-
v
・
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
と
の
不
正
な
結
婚
を
め

F
P
、
ヒ
ィ
ワ
ッ

プ
一
世
に
聾
し
て
愛
せ
p
h
J

れ
た
破
門
令
か
ニ
暦
徹
底
さ
せ
る
た
め
，

に
、
一
一

O
O
年
十
一
月
ポ
ワ
テ
ィ
エ
に
お
い
て
宗
教
曾
議
を
召
集

し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
詳
紛
に
ヲ
い
て
は
、
〉
-
匂
戸
山
内
H
H
O
W
F⑦
同
中
E

M川口
O
向
。
句
HH口同
]VMMOH
。
J
H
S
色
。
司
ロ
ド
ロ
0
0
(
H
c
a
c
H
H
C
∞)
w
H
V
Pロ
♂

本
、 ，~

1r 

S
H
N込
-
ミ
ー
ロ
参
照
。

、
(

2

)

本
文
第
六
章
、
参
照
。

(

3

)

本
文
第
七
章
、
参
照
。

(

4

)

石
田
問
。
巳
5

1巳
OEs---と
あ
る
が
、
彼
等
が
現
寅
に
シ

ト
1
修
道
院
を
訪
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
史
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
見

営
ら
な
い
。
オ
ト

I
ン
に
よ
る
八
月
末
、
叉
は
九
月
初
営
訪
問
訟
も

推
測
の
域
を
出
さ
な
い

C
・
c
s
q
p
g
H
F
H
U
・
京
二
回
・
3
0

第
十
二
章

リ
ヨ
ン
の
フ
ゴ

I
の
書
簡

『
最
も
畏
敬
す
べ
き
父
に
し
て
主
た
る
教
皇
パ
ス
カ
1
リ
ス
に
、

P
ヨ

ν聖
堂
の
僕
た
る
フ
プ

T
、
な
べ
て
の
事
を
遁
じ
自
ら
を
〔
棒
ヘ
ぐ
〕
。

貴
下
の
父
た
る
高
位
に
赴
く
、
営
書
簡
の
持
参
者
た
る
そ
の
修
道
士
等

は
、
我
等
に
よ
り
て
差
澄
さ
れ
し
も
の
な
り
。
し
か
し
て
彼
等
は
)
我
等

の
管
区
、
即
ち
シ
ャ
ロ
シ
司
教
区
内
に
居
住
す
る
が
故
に
、
我
等
の
謙
譲

な
る
書
朕
に
よ
り
て
、
狽
下
に
推
薦
さ
れ
ん
こ
と
を
懇
願
せ
り
。
さ
て
、

彼
等
は
、
そ
の
準
奉
を
意
圏
し
た
る
聖
ベ
ネ
デ
グ
ト
ゥ
ス
の
規
定
に
準
援

し
、
よ
り
巌
格
に
し
て
、
よ
り
隠
棲
な
る
生
活
を
轡
ま
ん
が
た
め
に
、
モ

リ
ス
ム
ス
聖
堂
よ
り
彼
等
の
修
道
院
長
と
共
に
、
新
修
道
院
と
呼
ば
る
る

叩

M
I移
り
た
る
も
の
に
し
て
、
且
つ
、
彼
等
、
が
放
棄
せ
る
諸
修
道
院
の
諸

憤
官
に
つ
き
で
は
、
そ
れ
ら
が
、
か
か
る
重
き
責
務
を
交
う
る
に
足
ら
ざ

る
徴
力
な
る
も
の
と
、
〔
彼
等
が
〕
剣
断
せ
る
も
の
な
る
こ
と
を
、
貴
下
は

承
知
せ
ら
る
べ
し
。
の
み
な
ら
ず
、
モ
リ
ス
ム
ス
聖
堂
の
修
道
士
等
、
並

518 

、
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ぴ
に
他
の
近
隣
の
修
道
士
等
は
、
あ
た
か
も
、
奇
異
な
る
人
人
並
び
に
新

〔
奇
〕
な
る
修
道
士
等
が
、
彼
等
と
居
を
共
に
せ
る
か
の
如
く
見
ら
れ
、

門
こ
の
故
に
〕
世
の
人
人
に
、
よ
り
疎
ん
ぜ
ら
れ
、
軽
侮
せ
ら
る
る
も
の

と
孝
ぇ
、
彼
等
を
阻
害
し
、
且
つ
憂
苦
せ
し
む
る
こ
と
を
や
お
~
。
か
か

る
が
故
に
我
等
は
、
最
も
敬
愛
す
べ
き
高
貴
な
る
貴
下
数
皇
に
、
謙
虚
に

且
つ
信
績
を
こ
め
て
要
請
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
彼
等
の
あ
ら
ゆ
る
望

み
を
、
紬
仰
に
次
い
で
は
貴
下
に
懸
け
、
そ
の
故
に
、
貴
下
使
徒
職
の
権
威

に
防
護
を
求
め
た
る
か
の
修
道
士
等
を
、
貴
下
の
慣
例
に
従
い
て
快
〈
受

け
入
れ
、
且
つ
彼
等
並
び
に
彼
等
の
居
所
を
、
こ
の
阻
害
と
憂
苦
と
よ
り
・

ハ

4

v

.

解
放
す
る
よ
う
、
貴
下
の
構
成
あ
る
特
許
朕
に
よ
り
て
保
全
せ
ら
れ
ん
こ

と
を
。
な
ん
と
た
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
者
等
は
、
そ
の
敵
針
者
に
鈎
し
、

宮
と
権
力
と
を
も
っ
て
防
禦
せ
ん
と
す
る
も
の
に
非
ず
、
唯
唯
、
我
等
の

耐
脚
の
慈
愛
に
襲
み
を
懸
く
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
』

(

1

)

ミ

1

一
一
ュ
版
本
史
営
章
は
、
最
初
の
毅
行
を
掲
げ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
全
文
は
別

κ、一明日比国許
OHP
出
cmcDZFcmaHHO出回目白血、仏

句

P
R
E
H
O
B
-
Zロロ
t
g
k
P
5
0ユロ
repσ
ヴ

PH山田の
5
8
8
5
5官
官
a

由自由

8
8
B
E仏
三
-
と
し
て
冨
日
開
ロ
0・
M
M
-
F
u
?
の
F
J
1
F
S
H
-

U
N
U

に
牧
ぬ
b
れ
て
い
る
。

ハ
2
)

円同名富山仲山田

ρ
5
2
B
a
R
E
B
S
P由

同

E
G
g
s
2
5
5
E
E

岳
民

σg-:::と
こ
こ
に
記
さ
れ
た

gロ
田
昌
広
昌
弘
山
口
2
が
、
具
鐙
的

に
ど
の
修
道
院
の
慣
習
規
定
を
指
ナ
か
は
、
も
と
よ
り
明
か
で
は
な

い
が
、
本
文
に
は

P
E
P丘
P
8ロ件。

B
Cロ
胆
口
広
な
る
文
字
も
見
え

る
と
と
ろ
か
P
D
、
ク
F
ユ
ニ
ー
の
そ
れ
と
考
え
ら
れ
な
い
と
と
も
な

噴

事千

ぃ
。
蛍
時
ク
リ
ュ
ニ
ー
は
修
道
院
長
国
民
的
。
冨
m
w
m
H

ロ
ロ
∞
の
下
で
最

隆
盛
期
に
あ
り
、
の
Cロ
E
Z
=
2
5出

Q
C回目斜ロ
g
白
山
田
区
Cロ
Baa-山

(
V
目的口
O
W

可

-
F
-
w
?
の
M
E
M
P
ロ
CH・

aa・
2ρ
・
)
は
庚
く
諾
修
遵

院
の
準
悼
揮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
シ
ト
ー
と
ク
リ
ユ
ニ
ー
と
の
距

離
は
、
シ
ト
1
と
モ
ワ
ス
ム
ス
間
よ
り

γ

泣
い
。

(

3

)

一『・。
s
c
P
5広
-
w
M
V

・
吋
∞
参
照
。

(

4

)

本
文
第
十
四
章
、
参
照
。

第
十
三
章

シ
ャ
ロ
ン
司
教
の
書
簡

『
畏
敬
す
べ
き
父
、
教
皇
パ
ス
カ

l
p
ス
に
、
シ
ャ
ロ
シ
司
教
ガ
ル
テ

ル
ス
、
救
ひ
と
責
務
た
る
従
順
と
を
。

貴
下
教
皇
は
、
信
者
等
が
農
の
信
仰
に
向
わ
ん
こ
と
を
熱
心
に
希
求
せ

ら
る
る
が
故
に
、
貴
下
の
応
護
の
陰
と
貴
下
の
慰
薙
の
和
ら
ぎ
と
が
、
彼

等
に
敏
く
る
こ
と
な
き
ょ
う
計
ら
れ
る
。
故
に
我
等
は
、
よ
り
僻
遠
な
る

生
活
門
へ
〕
の
要
望
か
ら
、
聖
な
る
人
身
の
助
言
に
よ
り
、
モ
リ
ス
ム
ス

聖
堂
よ
り
離
れ
、
一
柳
の
慈
愛
に
よ
り
て
我
等
の
司
教
区
内
に
置
か
れ
た
る

彼
等
よ
り
差
遣
せ
ら
れ
、
蛍
書
簡
を
持
参
し
て
貴
下
の
面
前
に
出
席
し
た

る
修
道
士
等
に
関
し
、
貴
下
の
前
任
者
の
教
令
、
並
び
に
我
等
も
出
席
し

て
他
の
人
々
と
共
に
そ
の
作
成
に
空
興
し
た
る
、
昔
時
教
皇
指
摘
た
り
し

リ
ヨ
y
大
司
教
、
諸
司
教
、
並
び
に
諸
修
道
院
長
の
裁
決
と
書
簡
と
に
よ

り
決
定
せ
ら
れ
た
る
こ
と
を
、
貴
下
が
承
認
せ
ら
れ
い
且
つ
か
の
地
が
、

永
遠
に
自
由
な
る
修
道
院
〔
た
る
地
位
U

を
保
つ
よ
う
、
ハ
我
等
、
並
び
に

519 
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事

の

後

継

者

皇

室

長

す

る

敬

意

を

犯

す

こ

と

れ

)

貴

下

車

滅
あ
る
特
許
扶
に
よ
り
、
〔
か
の
教
令
、
裁
決
及
び
書
簡
を
〕
強
化
す
る
に

慣
す
と
剣
断
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
、
切
に
懇
願
す
る
も
の
な
り
。
且
つ
叉
、

我
等
が
そ
の
地
?
"
シ
ト
1
〕
に
任
じ
た
る
修
道
院
長
、
並
び
に
爾
払
障
の

t

修
道
士
等
は
、
す
べ
て
の
人
人
の
た
め
に
、
貴
下
の
慈
愛
に
獲
す
る
不
安

な
る
保
護
の
下
に
h

営
認
可
を
切
望
せ
り
。
』

(

1

)

ミ
1
-
一
ュ
阪
本
小
史
営
章
は
、
最
初
の
一
都
を
掲
げ
て
い
る

だ
け
マ
あ
る
。
全
文
は
別
に
、
り
Z
R
8
2
5
p
a
句
窓
口
げ
戸
F
S
宮
1

MMP目
。
-vzggow
ロ
(
〉
ロ
ロ
OHHCC)w

ロ2
2
1
8
の
ロ
巳
件
目
立

OHVア

田口
C
立
の

pσ
出
。
目
。
白
血
目
白
壁
同
司
恒
阻
口
町
色
。
S
M
U
5
5
0凶
器
件
。
ュ
c
Q
T

HO吋
口
氏
と
し
て
冨
ぽ
ロ
P
H
M・
ド
-
u

仲・

0
F
M内
H
H
F
S
H
-
主
∞
に
牧
め

ら
れ
て
い
る
。

(

2

)

本
文
第
六
章
、
参
照
。

(

3

)

本
文
第
七
、
十
二
章
、
参
照
。

(

4

)

ロ
H
H
Cロ
ロ
田
口
-oHKσ
げ
m
E
E
ロ
ヴ
⑦
叶
伊
山
口
市
白
『
唱
。
丹
ロ
ロ
E
S
P
-

目
。
巳
:
:
:
こ
の
部
分
は
、
シ
ャ
ロ
ン
司
教
が
、
自
己
の
司
教
棋
の
免

除
を
内
容
と
ナ
る
シ
ト
1
修
道
院
の
自
由
を
、
自
ら
抽
出
ん
で
教
皇
に

祷
願
し
た
こ
と
か
ら
、
蛍
書
簡
中
特
に
重
親
さ
る
べ
き
黙
り
詳
細
は
、

』
・
。

s
c
p
目立
Q-w-M・
吋
∞
|
き
を
参
照
一

(
5
)
(
S
F
P
E
B
g
ロ
O由同門戸白血ロロロ⑦国一回
C
E
B
ρ
g
H
Mむ己
S
E
E

S
ロ
O
口山口

F
5
2
3ロ丹市
P
)

な
る
匂
は
、
ミ
l

ニ
ュ
版
本
小
史
に
お
い

て
、
(
)
を
施
さ
れ
て
い
る
。
原
設
が
附
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ

り
理
由
を
知
り
得
な
い
が
、
テ
ク
ス
ト
に
よ
ワ
て
は
ζ

の
匂
が
股
落

。
~ 

l 、d

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
司
っ
か
。
こ
O

匂
は
、
次

章
・
の
パ
ス
カ
ル
二
世
特
許
扶
に
お
い
て
は
、

gzh酬
の
伊
豆
H
D
ロ
E
田山田

Hus-町
田
市
営
円
⑦
〈
⑦
門
。
口
同
日
日
と
し
て
再
現
き
れ
て
い
る
o
ζ

の
匂
を
前

設
の
部
分
と
し
て
関
連
し
て
如
何
に
解
穆
ナ
る
か
は
、
シ
ト
1
修
道

院
が
、
営
時
。
M
O
B
-芯
を
持
ヲ
て
い
た
か
否
か
を
決
定
す
る
上
。

一
つ
の
論
争
貼
と
な
ヲ
て
い
る
。
し
『
・

c
s
o
p
g広-w
。
・
∞
品
及
び

』
・
出
-
H
F
H
M
P
5白血
-
w
H
Y
H
U
N
を
参
照
。

第
十
四
記

ロ

1
7
教
皇
特
許
扶

『
司
教
に
し
て
、
紳
の
僕
の
僕
た
る
パ
ス
カ
1
リ
ヘ
シ
ャ

p
y
司
教

区
内
に
位
置
す
る
新
修
道
院
の
修
道
院
長
、
畏
敬
す
べ
き
ア
ル
ベ
リ
グ
ス
、

並
び
に
、
正
式
に
永
く
そ
の
下
に
置
か
る
べ
き
彼
の
修
道
士
等
に
〔
奥

司つ〕。信
仰
の
目
論
と
魂
の
救
い
と
に
捧
ぐ
よ
う
一
一
小
さ
れ
た
る
〔
汝
等
の
〕
要

望
は
、
一
脚
の
詮
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
瀦
さ
れ
た
り
。
さ
れ
ば
、
主
に
最
も
親

愛
な
る
子
等
ょ
、
我
等
は
、
汝
等
の
訴
う
る
請
願
を
何
等
の
異
議
な
く
叉

納
し
]
旦
つ
数
等
の
信
仰
を
、
父
た
る
の
愛
を
も
っ
て
脱
帽
す
る
も
の
な

り
。
さ
れ
ば
我
等
は
、
汝
等
及
び
汝
等
の
後
纏
者
等
が
、
シ
+
ロ
γ
聖
堂

の
聖
曾
法
へ
の
敬
意
を
犯
す
こ
と
た
ん
、
汝
等
が
、
今
日
、
謹
守
す
る
規
定

と
遵
奉
す
る
質
素
の
中
に
永
ら
う
限
か
、
汝
等
が
修
道
の
不
安
の
た
め
に

住
い
せ
ん
と
て
選
び
た
る
か
の
地
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
人
の
阻
害
よ
り
庇
護
、

解
放
せ
ら
れ
、
且
つ
か
の
修
道
院
を
永
く
保
持
し
、
更
に
、
特
に
教
皇
の

司時

ぜ

520 
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座
穫
の
下
に
保
護
さ
る
る
こ
と
を
承
歌
山
。
か
く
て
我
等
は
、
営
数
令
の

2
L
J
'
z
a
w
サ
チ
オ

示
す
と
こ
ろ
に
よ
り
、
何
人
に
せ
よ
、
汝
等
の
改
選
の
身
分
を
麹
更

し
、
且
つ
新
と
呼
似
る
る
婆
一
寸
の
修
道
院
の
修
道
事
寸
を
、
正
式
の
推
薦

も
な
し
に
受
け
入
れ
、
更
に
は
何
等
か
の
好
計
や
粗
暴
に
よ
り
て
、
汝
等

の
数
圏
を
鋭
す
が
如
き
こ
と
を
禁
ず
。
放
等
と
モ
リ
ス
ム
ス
聖
堂
の
修
道

士
等
聞
に
つ
き
、
我
等
の
兄
弟
、
蛍
時
教
皇
座
代
理
た
り
し

p
ヨ
y
の
司

教
が
、
彼
の
司
教
匿
の
諸
司
教
、
並
び
に
他
の
諸
聖
職
者
と
共
に
、
我
等

の
先
任
者
た
る
ウ
ル
パ

1
ヌ
ス
二
世
の
命
に
よ
り
、
協
定
し
た
る
か
の
零

畿
の
裁
決
を
、
我
等
は
歪
嘗
且
つ
賞
す
べ
き
も
の
と
し
て
承
認
す
る
も
の

な
り
。
き
れ
ば
汝
等
、
キ
翌
ス
ト
に
お
い
て
最
も
親
愛
、
旦
つ
僚
慕
す
べ

き
子
等
は
、
汝
等
の
あ
る
者
は
世
の
施
輿
を
、
他
の
者
ば
極
め
て
富
裕
な

る
修
道
院
の
よ
り
巌
絡
な
ら
ざ
る
道
を
、
放
棄
せ
し
こ
と
を
想
起
せ
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
故
に
汝
等
ば
、
こ
の
恩
寵
に
一
一
暦
債
す
と
常
に
信
ぜ
ら
れ
ん

が
た
め
に
、
そ
の
心
の
中
に
、
常
に
姉
へ
の
畏
怖
と
愛
と
を
持
た
ん
と
努

む
べ
し
。
汝
等
は
、
世
俗
の
喧
騒
と
快
繁
と
よ
り
一
一
暦
自
由
な
る
が
故
に
、

一
一
暦
あ
ら
ゆ
る
心
と
魂
と
の
力
に
よ
り
、
充
分
に
一
脚
の
喜
び
た
ら
ん
と
渇

翠
せ
ん
こ
と
を
。
爾
今
、
若
し
何
人
か
、
大
司
教
に
せ
よ
司
教
に
せ
よ
、
皇

帝
に
せ
よ
玉
に
せ
よ
、
伯
に
せ
よ
郎
伯
に
せ
よ
、
裁
剣
官
に
ぜ
よ
聖
俗
何

れ
の
人
に
せ
よ
、
我
等
の
品
曲
教
皇
令
の
成
文
を
知
り
〔
た
る
上
で
〕
、
こ
れ

に
反
濁
せ
ん
と
試
み
た
ら
ん
に
は
、
〔
あ
る
い
は
い
一
一
、
三
の
遁
告
に
よ

り
、
相
醸
の
得
、
む
も
な
し
に
こ
れ
を
訂
正
す
る
な
ら
ん
に
は
、
彼
は
そ
の

権
勢
と
名
審
と
の
@
巌
を
失
う
べ
く
、
腕
の
審
剣
に
よ
り
て
永
遠
の
不
義

の
探
あ
る
こ
と
を
悟
る
べ
く
、
称
、
並
び
に
我
等
の
主
、
キ

P
ス
ト
の
最

費

料

ノ

.〆

も
一
胸
聖
な
る
肉
と
血
と
に
無
線
と
な
る
べ
く
、
且
つ
最
後
の
審
刻
に
お
い

て
巌
し
き
懲
罰
を
受
く
ベ
し
。
さ
れ
ど
同
地
〔
リ
シ
ト
l
〕
に
て
義
を
守

る
な
べ
て
の
人
人
に
は
、
我
等
の
主
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
平
和
あ
る

べ
く
、
且
つ
彼
等
は
、
こ
こ
に
で
善
行
の
稔
り
を
受
け
、
更
に
最
後
の
審

制
刊
に
お
い
て
永
遠
の
平
和
の
報
い
を
見
出
す
べ
し
。

予
、
ヵ
ト
リ
ッ
グ
教
舎
の
司
教
パ
ス
カ
1
リ
ス
署
名
す
。
聖
な
る
♂
l

マ
聖
堂
助
祭
、
板
機
卿
ヨ
ア
ネ
ス
の
手
に
よ
り
、
聖
曾
暦
六
月
十
四
日
、

イ

レ

ヂ

ク

ヂ

オ

十
五
年
循
環
暦
の
第
八
年
、
キ
リ
ス
ト
降
誕
の
千
百
年
い
且
つ
主
、
教
皇

パ
リ
カ
1
リ
ス
二
世
の
第
二
年
に
、
ト
ロ
ワ
イ
エ
に
お
い
て
愛
奥
す
。
』

(

1

)

ミ

1

ニ
ュ
版
本
小
史
営
章
は
、
最
初
白
一
部
を
掲
げ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
全
文
は
別
に
何
回
比
国
同
c-POOH-u丘
三
宮
出
川
町

PHν
戸田口
EP-

-
z
g口
ロ
ロ
色
w
M
M内〈
HHHW
〉
仏
〉
5
R山口
C
S
Fぴヴ胆件。
B
H
H
D
-
E
C
E

E
国
件
。
岡
山
内
の
与
口
8
0ロ回目白
|

1
ロ
OMV
ュi
H
o
m
-
-
5山口
C口口。∞血
C
と

し
て
、
出
向
日
間
口
mwwHν-FW?
の
F
M
H
H
Y
口
o--A十
叫
に
牧
め
P
D

れ
て
い
る
。

(

2

)

本
文
第
十
三
章
詮
mw参
照
。

(
3
)
ρ
口
HHロ門出口

4
0出血
b

由民口
8
8
2
2
4⑦田
E
E
o
p
ρ
E
5
7

E
C島
町

w
Dヴ由。】「〈担江田

arunH句ロロ担
O
P口同門
HHmpE仲向洋一目。ヴ由。門〈恒ロ江戸

])Oコ
民
5
8ユ昨日国
w
な
る
匂
は
、

2
0
5
g
E
Bロの山田仲
R
a
g
ω
σ

田2

P口付一
ρ
E
C吋

g
c
H色白山田の山田件。
Hao口
盟
国
向
。
口
出
片
山
口
H念。口。師"。
ι・同州・

句
・
出
国
民
ロ
g
m
O
B
Z
P
ω
c
-
a
g
a
-
浅
沼
所
牧
の
同
W
H
2
2
c
B

勺
m
H
〈
C
E
に
お
い
て
は
絞
け
て
い
る
と
い
う
(
一
「
・

0
昨何回
c
p
目立仏-w

市・∞
]
F
P
H
)

。

ハ
4
)

修
道
院
の
司
教
継
に
者
ナ
る
い
わ
ゆ
る
⑦
H
O
B
-芯
は
、
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世吋白日比名目田口
OMVCB
〉
白
色
守
口
由
回
目
同
町
田
一
切
m

富山
F
E
S
S内
回
目
・
ロ
キ

Z
B
冨
色
聞
い
戸
口

E
S
E
-
o出向凶・。ロ
z
z
z
一
嵐
山
内
ロ
0・日ヴ目白
-wno--

念
)
、
翌
十
五
日
に
も
同
地
に
お
い
て
、
シ
シ
リ
1

0

7

ザ
ラ
司
教
ス

テ
フ
ァ

1
1
ス
に
教
令
を
奥
え
て
い
る
(
盟
国
2
0市町田
gHVP吉
田
冨
但
E

NPH目
。
口
弘
田
山
口

m-a回目胆唱。件。ロ件。田

ωAXWMv-MPDCO匂回目白。匂
c
n
cロ凶--

B
a
-
U
P
E
B
F
E
E
司

2
8
8ロ
自
』
cpロロ山田
m
-
m
-
F
S
2
-

8

8山

S
E
E
P
-
-
w
山
旧
区
内
b
ほ怪い
L

E
・
2
F
E
S
F
ロ
DE

E
昆

B
B
ロ
g
u
臣
官
0
・

E
P
E・
色
1
ミ
〉
。
の
み
な
ら

ず
、
十
一
月
十
日
に
は
そ
シ
テ
・
カ
y

シ
ノ
で
ト
ロ
ワ
ィ
エ
司
教
嚢

堂
に
特
詐
欺
を
附
奥
し
て
い
る
が
、

ζ

れ
は
彼
の
同
地
よ
り
の
帰
還

後
に
奥
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ト
ロ
ワ
ィ
エ
所
在
の
修
道
院
、

連
堂
。
名
が
多
数
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
彼
自
ら
の
見
聞
を
登
ナ
る
に

足
る

(HUロロ
-
E宮
崎
8
す
回
曲
、
⑦
一
言
。
窓
口
位
。
ロ
O
B
由民
B
G
Z
S
σ
D
R
w

a
-
E
i
z
m
t
p
g口
出
口
ロ
P
Y
旬
。
窓
口
宮
田
口
σ2Hoo-u日ω
口
CHUG-up'

E
B
R吉
色
。
S
E
C
B
旬。吋

8
8
5出
回
C
E
H岡山田
ω・
戸
別
・

2
8・

S
H山
吉
巳
・

H
J
1
E
S
Z
2
0
8
g
F
E仏・

J
H
H
H
F
E
S
S
-
H
)
C
B・

8
ロ
c
ロ
c
c
u
嵐山内出
3

5邑
-uOCH-
ム
∞
ー
さ
)
。
夏
に
附
言
す
る
な

ち
ば
、
一

O
九
九
年
七
月
二
十
九
日
死
去
し
た
ウ
ル
パ
シ
二
世
を
後

継
し
た
彼
は
、
悶
年
八
月
十
三
日
教
長
座
に
登
ヲ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

MHJ1
閃
巳
oロ
印
刷
協
冨
怠
は
本
文
の
如
く

a
o
s
g
ニν
窓
口
げ
と
宙
開
0・

ロ
ロ
回
全
唱
曲
白
話
。
由
。
2
B
a
c
と
は
な
ら
ず
、
日
UH-ZMG
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

ζ

れ
ら
の
諸
貼
か
ら
、
ヤ
タ
フ
ェ
の
推
品
酬

は
ほ
ぼ
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
ハ
』
・
。
g
H
S
M
L
z
p
w

同

V・∞
N

国内平)。

"--

‘ 

第
十
五
章

モ
リ
ス
ム
ス
よ
り
来
れ
る
シ
ト

I

修
道
士
等
の
諸
憲

‘
爾
後
、
か
の
修
道
院
長
並
び
に
そ
の
修
道
士
等
は
、
彼
等
の
約
定
を
忘

る
る
こ
と
な
く
、
至
幅
な
る
べ
ネ
デ
グ
ト
ズ
の
規
定
を
そ
の
地
に
確
立
し
、

且
つ
相
協
和
し
て
こ
れ
を
準
守
す
る
こ
と
を
定
め
、
何
事
に
も
せ
よ
、

〔
営
〕
規
定
に
反
す
る
も
の
、
邸
ち
、
フ
ロ
グ
ス
、
ペ
ル
リ
キ
ィ
ア
、
寝
蓋

の
L
乱
艇
、
及
び
食
堂
に
お
け
る
種
種
の
美
味
な
る
諸
料
理
1

同
じ
く
脂

庇
齢
、
並
び
に
門
嘗
〕
規
定
の
純
潔
に
た
が
う
そ
の
他
す
べ
て
の
も
の
を

痘
否
せ
り
。
か
く
て
彼
等
は
、
聖
堂
の
こ
と
ど
も
に
あ
り
て
も
、
そ
の
他
の

諸
規
律
に
あ
り
て
も
、
彼
等
の
生
活
の
な
べ
て
の
賓
践
の
上
に
、
〔
賞
〕
規

定
を
導
き
、
そ
の
轍
に
照
晦
隠
せ
し
め
、

1
つ
一
致
せ
し
め
た
り
。
故
に
彼

等
ば
、
古
き
人
の
遠
ざ
け
ら
れ
、
新
し
き
人
に
袈
は
る
る
こ
と
を
喜
べ

り
。
且
つ
叉
、
聖
ペ
ネ
デ
グ
ト
ゥ
ス
の
規
定
の
中
に
も
、
そ
の
生
活
の
中

に
も
、
聖
堂
や
祭
壇
、
抑
協
吋
ヤ
埋
葬
地
、
或
い
は
、
他
の
人
人
よ
り
の
十

民

え

門

4
d

冷
却
チ
ク
ス

一
務
、
私
宅
や
水
卒
、
更
に
薙
や
農
民
を
持
て
る
て
う
数
義
、
同
様
に
叉
、

彼
の
修
道
院
が
婦
女
を
立
ち
ス
ら
し
め
、
且
つ
女
子
修
道
士
を
除
き
で
は
、

婦
女
の
死
者
を
坦
務
せ
し
て
う
教
義
も
讃
み
と
り
得
ざ
り
き
。
か
か
る
が

故
に
彼
等
は
、
こ
れ
ら
線
て
の
こ
と
を
拒
否
せ
り
。
聖
な
る
父
ペ
ネ
デ
グ

ト
ゥ
ス
が
、
修
道
士
た
る
も
の
は
世
俗
の
諸
行
動
よ
り
自
ら
を
遠
ざ
く
べ

…
川
町
と
命
ぜ
ら
れ
た
る
そ
こ
に
お
い
て
こ
そ
、
修
道
士
等
が
、
か
か
ふ
ぷ

と
を
の
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
〔
修
道
士
た
る
〕
名
稽
の
原
義
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一

橋

論

叢

第

十
者善

策品
五

貌

日
を
純
正
な
ら
し
む
べ
き
自
ら
の
行
筋
、
並
び
に
心
に
、
か
か
る
こ
と
の
存

ー
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
表
明
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
、
彼
等
は
考

え
た
り
。

方

a
p
f
l
h
7

聖
霊
の
媒
介
に
し
て
、
そ
の
定
む
る
と
〈
ろ
に
反
す
る
は
演
聖
の
罪
を

犯
す
も
の
な
る
、
諸
教
父
に
由
来
せ
る
十
一
，
配
、
邸
ち
そ
の
一
は
司
教
に
、

そ
の
二
ば
司
祭
に
、
そ
の
三
は
そ
の
聖
堂
を
訪
る
る
賓
客
、
な
い
し
寡
婦
、

孤
児
等
、
並
び
に
生
く
る
途
を
持
た
ざ
る
賛
民
等
に
、
そ
の
四
は
聖
堂
の

修
復
に
、
と
四
分
せ
ら
る
る
十
一
税
、
し
か
し
て
、
自
身
に
よ
り
、
且
つ

彼
等
の
家
畜
を
用
い
て
努
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
を
管
む
べ
き
自
己

の
土
地
を
有
す
る
修
道
士
等
は
、
営
阻
分
に
は
輿
ら
ざ
る
も
の
な
り
じ
が

放
に
、
そ
は
他
人
の
権
利
を
不
正
に
自
己
の
用
に
供
す
る
も
の
と
し
て
短

否
せ
り
。

か
く
て
、
こ
の
世
の
宮
を
軽
侮
し
そ
め
し
キ

P
ス
ト
の
新
た
な
る
毅
士

等
は
、
愛
し
き
キ
リ
ス
ト
と
共
に
貧
し
ぎ
も
の
と
し
て
、
相
共
に
、
如
何

な
る
工
夫
に
よ
り
、
如
何
な
る
方
途
に
よ
り
、
如
何
な
る
貨
践
に
よ
り
、

♂
の
生
活
に
あ
っ
て
白
ら
に
備
え
、
〔
聖
ペ
ネ
デ
グ
ト
ゥ
ス
の
U

規
定
が
、

キ
リ
ス
ト
を
受
け
入
る
る
が
棚
く
受
け
入
れ
よ
と
命
じ
た
る
、
来
訪
の
賛

富
何
れ
も
の
貧
客
を
如
何
に
遜
す
る
か
に
、
心
を
用
い
た
り
。
か
か
る
が

故
に
彼
等
は
、
彼
等
の
司
教
の
認
可
に
よ
り
、
助
修
担
、
有
者
の
俗
門
…
川
、

叉
賃
労
働
者
等
を
も
受
け
入
れ
、
彼
等
を
、
修
道
士
た
る
身
分
は
除
き
、

生
存
中
も
死
せ
る
時
も
、
彼
等
〔
正
式
修
道
士
等
〕
自
身
と
同
様
に
遁
す

る
と
と
を
定
め
た
り
。
何
故
な
ら
、
か
の
人
人
の
援
助
な
し
に
ほ
、
重
も

夜
・
も
、
門
聖
ベ
ネ
デ
グ
ト
ゥ
ス
の
嵐
定
の
旋
を
巌
格
に
、
運
寸
し
慢
さ
る
こ

' 

".#;¥.-
~:'j 

草

子

と
を
知
れ
る
が
故
な
り
ぎ
。
彼
等
ば
、
人
人
の
住
居
よ
り
離
れ
た
る
土
地
、

葡
萄
圏
、
牧
草
地
、
森
林
、
並
び
に
、
水
車
を
設
け
る
た
め
の
、
時
に
は

本
来
の
用
に
供
す
る
た
め
の
、
更
に
は
務
る
た
め
の
河
川
、
並
び
に
馬
匹
、

並
び
に
人
人
よ
清
崩
な
る
諸
種
の
家
畜
類
を
受
用
し
、
且
つ
、
耕
作
用
の

若
干
の
グ
ル
チ
対
を
設
定
せ
し
時
、
か
の
諸
所
領
は
、
修
道
士
等
に
は
あ

ら
ず
、
上
記
助
修
士
等
が
管
理
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
り
。
そ
は
、
修
逼

士
等
の
居
所
は
、
規
定
に
よ
り
彼
等
の
修
道
院
内
に
存
せ
ざ
る
べ
か
払
刊
、

と
せ
ら
れ
た
る
が
故
な
り
。
か
の
聖
な
る
人
人
は
、
聖
ペ
ネ
デ
グ
ド
ゥ
ス

す
ら
、
修
道
院
を
都
市
や
城
砦
や
庭
に
で
は
な
く
、
人
繁
き
巷
よ
り
透
き

と
こ
ろ
に
建
設
せ
る
こ
と
を
知
り
た
り
し
が
故
に
、
彼
等
も
ー
〔
そ
れ
に
〕

等
し
か
る
べ
き
こ
と
を
約
し
た
り
。
し
か
も
彼
〔
H
聖
ベ
ネ
デ
グ
ト
ゥ
ス
〕

が
、
建
設
せ
ら
れ
た
修
道
院
に
、
父
た
る
修
道
院
長
を
加
え
十
二
八
の
修

道
士
等
を
置
し
た
る
と
同
様
に
、
彼
等
も
な
さ
ん
こ
と
を
表
明
せ
り
。

(

1

)

営
章
は
シ
ト
1
修
道
士
。
初
期
の
修
遺
精
抽
仰
と
意
圃
と
を
端

的
に
一
不
ナ
も
の
と
し
て
、
特
に
重
】
脱
さ
る
べ
き
貼
に
つ
い
て
は
、
』
・

0
5
8・
5
E
G
M
V
-
g
m
S・
及
び
同
・
回
・
民
p
v
p
E門戸
wHV・ムい

を
参
照
。

(
2
)
m
o
m己白

ω・回
g
o
a
E
r
E
H
Y
F
J可
参
照
。

(
3
)
m
o
mロ
-
P

∞-
F
s
e
a
-
-
g匂
-
M
M
M
H
M
w
u
p
参
照
。

(
4
)
H
H
H
C
Fロ
色
ロ
B
に
ヲ
い
て
は
、
明
瞭
に
修
道
院
の
必
需
と
し

て
建
設
が
許
さ
れ
て
い
る
(
列
。
包
H
E
m
-
回
。
口
。
色
a
r
ロ
白
七

-FMHJ1)。

作
者
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
。

ハ5
)

列。併
d
H
p
m
x
ロ
g
a
z
r
n
p句
-
H〈・
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一

橋

論

叢

第

三

十

巻

第
五
披

後
に
m門
司
伊
己
目
立

P

と
呼
ば
れ
た
(
り
・
関
口
C
4
4
H
S
L
E
a
-
-
H
V・
NHH
・
Ha--

凶

Z
H同
丘
町
向
日

C
5
0
み
2
E
何
回

m
H
E
P
の
p
gヴ
江
戸
内

3
s
u
o
-
匂
-

a
+
i吋
吋
)
。
な
お
、
上
原
専
緑
教
授
『
ク
ロ
ス
タ

1
ノ
イ
プ
ル
グ
修

道
院
の
グ
ル
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
』
(
同
教
授
著
『
濁
逸
中
世
の
一
位
曾
と

経
済
』
所
牧
第
七
論
文
)
の
四
を
参
照
。

ハ
ロ
)
列
o
m
z
z
a・回。目。
2
2
r
E可
・
の
M
F
H
H
参
照
。

第
十
六
章

彼
等
の
悲
嘆
に
つ
き
て

先

に

述

べ

よ

の

輔

の

入

、

空

室

長

、

並

び

に

彼

等

吾

妻

等
〕
は
、
や
同
時
な
に
人
か
、
彼
等
に
倣
わ
ん
と
て
か
の
地
に
来
る
も
の
稀

れ
な
り
し
が
故
に
、
些
少
な
が
ら
も
、
悲
嘆
の
下
に
置
か
れ
た
り
叶
ま
こ

と
に
、
聖
な
る
人
人
は
、

4

天
上
よ
り
来
れ
る
諮
徳
の
賓
を
見
出
し
、
こ
れ

を
多
く
の
人
人
の
救
い
に
役
立
て
ん
が
た
め
、
そ
の
後
縫
者
等
に
俸
え
ん

こ
と
を
希
望
せ
り
。
さ
れ
Y
」
凡
そ
す
べ
て
の
人
人
ば
、
彼
等
が
〔
来
日
〕

耳
に
せ
し
こ
と
も
な
き
こ
れ
ら
の
人
人
の
生
活
の
異
常
な
る
巌
し
さ
が
、

門
彼
等
の
〕
心
情
と
身
鐙
と
よ
り
大
い
に
遠
き
も
の
た
る
を
見
聞
し
、
自

ら
そ
れ
に
近
づ
く
こ
と
を
厭
い
、
彼
等
自
身
の
忍
苦
に
つ
き
、
思
い
惑
う

こ
と
を
や
め
ざ
り
き
。
さ
れ
ど
、
こ
の
騎
士
の
精
神
を
彼
等
〔
シ
ト
1
修

道
土
佐
一
寸
〕
に
霊
感
せ
し
め
た
る
柿
の
慈
愛
は
、
失
〔
章
〕
に
明
ら
か
に
せ

ら
れ
ん
如
く
、
多
大
な
る
成
就
へ
と
そ
の
慈
愛
を
増
し
加
う
る
こ
と
を
や

め
給
わ
ざ
り
き
。

(

1

)

修
道
院
長
ア
ル
ベ
リ
タ
ス
。
本
文
第
十
七
章
、
参
照
。

ハ2
)

J

1

白
神
戸
〉
ロ

Be・
o・
4
(位
ー
・
司
・
旨
・

M
M
q
4
1
0
r
0

・
HYHOV

は、

k
r
己
お
仏
が
シ
ト
I
汲
修
蓮
院
列
5
4
P
ロH
H

に
投
ず
る
最
も
大

き
な
動
機
と
な
っ
た
彼
自
一
友
人
の
言
葉
が
、
名
文
を
以
て
そ
の
修

道
の
殻
し
さ
を
停
え
て
い
る
。
シ
ト
1
修
道
士
以
外
の
者
の
見
聞
と

し
て
奥
昧
が
あ
る
。

第
十
七
章
第
一
代
修
道
院
長
の
死
、
第
二
代

修
道
院
配
の
昇
位
、
並
び
に
彼
等
の
定
め
た
る

と
と
に
つ
き
て

U
O
 

A
K、
主
の
人
ア
ル
ペ

P
グ
ス
は
、
キ
リ
ス
ト
の
事
舎
に
あ
り
て
、
九

年
有
半
巌
し
き
規
律
に
よ
り
て
、
つ
つ
が
な
く
身
を
修
め
し
が
、
そ
の
故

に
永
遠
な
る
生
命
へ
と
輔
の
報
い
を
輿
え
ら
れ
た
る
信
仰
と
栄
光
に
満
て

る
諮
徳
行
と
に
よ
り
、
ー
主
の
許
へ
と
按
立
ち
ぬ
。
彼
の
跡
を
受
け
し
修
道

士
は
、
ス
テ
ア
ァ

1
ヌ
ス
て
う
名
に
し
て
、
ア

y
グ
リ
ア
の
人
な
り
。
彼

ば
他
の
人
人
と
共
に
、
モ
リ
ス
ム
ス
主
り
そ
の
地
に
至
り
、
〔
聖
ベ
ネ
デ
グ

ト
ゥ
ス
の
]
規
定
と
該
地
と
の
愛
好
者
な
り
き
。
こ
の
頃
修
道
士
等
は
、

彼
等
の
修
道
士
等
は
、
彼
等
の
修
道
院
長
と
共
に
、
か
の
地
の
(
尽
な
い

し
他
の
何
れ
の
諮
侯
に
も
せ
よ
、
そ
れ
ま
で
祝
祭
日
に
行
う
を
習
い
と
し

ク

i
v
ア

た
る
如
く
、
何
れ
の
時
に
も
あ
れ
、
聖
堂
内
に
で
彼
等
の
集
舎
を
催
す
こ

と
を
禁
止
せ
り
。
次
い
で
、
彼
等
が
夜
も
叢
も
身
を
献
げ
て
、
締
に
仕
え

ん
こ
と
を
庶
幾
う
肺
の
家
〔
H
聖
堂
〕
に
あ
り
で
は
、
騎
慢
あ
る
い
は
富

裕
を
思
わ
し
め
る
も
の
は
何
物
も
、
あ
る
い
は
叉
彼
等
が
、
自
ら
進
ん
で
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選
ぴ
た
る
清
貧
の
優
れ
た
る
慣
習
を
、
如
何
な
る
時
に
も
せ
よ
、
損
う
も

の
は
、
何
物
も
と
ど
め
ざ
る
よ
う
に
せ
り
。
〔
邸
ち
〕
彼
等
は
、
金
製
な
い

し
銀
製
の
十
字
架
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
間
早
に
〔
か
く
〕
彩
色
せ
る
木
製
の

十
字
架
を
所
有
す
ぺ
く
、
鍛
製
以
外
の
燭
憂
も
、
銅
製
な
い
し
銭
製
な
ら

ト
ウ
リ
プ
l
ヲ

フ

え

タ

事

ウ

ム

w
u
R

ム

ざ
る
香
焼
も
、
綿
総
入
置
腕
織
な
い
し
亜
麻
臓
な
ら
ざ
る
、
叉
金
・
銀
色

烈
ラ

を
消
さ
ざ
る
相
官
衣
も
、
更
に
は
亜
麻
織
な
ら
ざ
る
、
叉
同
様
に
金
・
銀
色

ア

ル

バ

ア

t
タ
ト
ウ
ス

を
消
さ
ざ
る
白
衣
祭
服
も
肩
衣
も
、
所
有
せ
ざ
る
こ
と
を
確
認
せ
り
。
の

み
な
ら
ず
彼
等
ば
、
閉
山
伽
叫
此
ぴ
に
叩
室
式
用
智
袖
上
山
町
、
町
配
時
間
伸
齢
ム
町
並
び

に
聖
短
衣
は
、
す
べ
て
こ
れ
を
陵
止
せ
り
。
さ
れ
ど
叉
彼
等
は
、
金
製
に

は
あ
ら
ず
銀
製
の
聖
盤
、
若
し
出
来
得
れ
ば
金
銭
の
そ
れ
、
並
び
に
銀
製

R

ト

ゴ
ィ
ス
ト
寸
ラ
、
若
し
出
来
得
れ
ば
金
鍍
の
そ
れ
、
同
じ
〈
儀
式
用
調

垂
帯
並
び
に
腕
自
に
し
て
、
彩
色
せ
ず
金
銀
色
な
ら
ざ
る
も
の
は
、
こ
れ

バ
リ
マ
・

7
n
タ
リ
ウ
ム

を
用
い
た
り
。
他
方
祭
壇
前
帳
は
、
亜
麻
織
に
し
て
無
地
、
模
様
な
き

ア
マ
プ
ラ
一
・
ウ
イ
ナ
リ
ア
イ

口
一
つ
定
め
、
且
つ
ミ
サ
用
小
祭
瓶
は
、
金
・
銀
製
な
ら
ざ
る
よ
う
に
せ

ふ
り
。

か
の
日
日
比
同
聖
堂
は
、
土
地
、
葡
萄
圏
、
牧
草
地
、
グ
ル
チ
ス
等
に

増
加
を
見
し
が
、
修
道
士
は
描
唱
さ
ざ
り
き
。
ざ
れ
ば
そ
の
時
に
蛍
り
、
主

ほ
か
の
地
を
訪
れ
、
ほ
と
ん
ど
後
繕
者
を
持
た
ざ
る
が
故
に
、
主
に
懇
願

且
つ
切
願
し
、
そ
の
鵡
に
涙
し
、
日
夜
嘆
息
1
J
K

る
彼
等
に
、
慈
愛
の
徴

を
施
し
和
え
り
。
神
の
恩
寵
ば
、
三
十
人
の
ん
だ
が
相
共
に
喜
び
て
修
練

院
に
入
り
、
本
来
の
、
場
設
と
慈
し
き
世
間
…
脚
の
刺
戟
と
に
資
し
、
決
然
と
験

い
を
交
え
る
こ
と
に
よ
旬
、
彼
等
の
生
涯
を
終
え
ん
よ
う
、
か
く
も
多
数

の
畢
識
あ
り
高
徳
な
る
聖
職
者
、
世
に
穣
勢
あ
り
し
者
、
並
び
に
高
貴
な

受

料

〆

4

・'s
‘F釘
J
h
p
t

る
者
を
、
一
時
に
か
の
聖
堂
へ
と
導
け
り
。
こ
れ
ら
の
人
人
の
〔
先
〕
例

に
よ
り
て
、
年
老
い
し
者
も
若
き
者
も
、
叉
世
の
各
地
に
住
め
る
種
種
年

齢
の
人
人
も
、
そ
れ
ま
で
彼
等
が
不
可
能
と
考
え
た
り
し
〔
聖
ベ
ネ
デ
グ

ト
ゥ
ス
〕
の
規
定
を
、
謹
守
す
る
こ
と
の
、
確
か
に
可
能
な
る
こ
と
を
見
、

そ
こ
に
鱈
集
し
、
〔
そ
の
〕
高
慢
な
る
頭
を
キ
リ
ス
ト
の
救
い
の
鮮
に
垂

れ
、
苦
し
く
且
つ
巌
し
き
〔
嘗
〕
規
定
の
賓
践
を
熱
心
に
愛
し
、
更
に
か

の
聖
堂
を
喜
ば
し
め
、
且
つ
堅
固
な
ら
し
め
始
め
た
り
。

(

1

)

第
九
章
詮

ω、
参
照
。

(

2

)

旬
。
門
口

0
2
5
2
色

g
目
白
山
口
告
が
何
時
を
起
貼
と
し
て
の
ζ

と
か
に
ヲ
い
て
、
シ
ト
1
創
建
時
よ
り
と
ナ
る
も
の
(
匂
・
〉
・
沼
恒
中

止

ρ5w
の
-205目。富山口
B
田
2

2
ュ5
0
8円四国広田巴
8
2
5
k
r
p、

R
v
-
E
B
p
g口
会
件
。
の
2
8
8
F
ω
4
c
r
u
F
U
E
u
p
H
m古
|
L
3

・
H-

F

噌・

3
)
と
、
彼
の
修
道
院
長
就
任
時
よ
り
と
す
る
も

θ
Q
-
C
H
-

v
c
p
目立
p
w
匂

-HNM-kp・
匂
HWHMOllJ1・
出
HHHHEW

出向田仲
a
H
o
a
o

--別的日目白♂件-∞
wMM・
念
品
)
と
が
あ
る
が
、
巧
ロ
ロ
P
B
C州
民
包
B
g
-

ヴロ円
uJ
の⑦白神戸刷
Nom-
〉口
mu-H・
Ha〈
増
加

ω吋・

0
E
O岡山口

J1日g
-
F
国
T

由件。ュ
p
oロロ
-g-paHgu

】

vpaHHHW
ロ
σ-J1口
H
W
N
a
(刷
出
関
口

ow
匂
-

F
-
w
?
の
F
M内
MJ1HHHwg]
・
Z
C
)
・岡山岡
C
己
E
B
冨
mwmロロ
g
w

同

ν
p
a

H
J
J
H同
2PM)広
三
丘
町
山
口
PH門
戸
冨
P
ユヨ
c-cm町山口百円)ロ
B
C
8
0山田B

H
O
E
8
3
(伝
説
・
ロ
。
∞
N
印。

-E
回目
E
S
5
2ロ
O
B
C
H岡山口日目
ν色。

戸
。
ロ
ニ
D
ロ
ハ
)
等
の
史
料
よ
り
後
者
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(

3

)

第
一
ニ
章
註
伸
、
参
照
。

(
4
)
F
B
c
c
z
o
a
-
F
F
S
w
o
z
a
L
H
E
P
O
S
P
E
ム
omy
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、

一

橋

論

叢

第
三
十
巻

第
五
貌

同ν円中国
w
切
ooum出件目切

A

山口山岱
HO
等
十
一
世
紀
の
大
修
道
院
聖
堂
。
室
内

装
飾
、
要
祭
式
。
華
美
に
比
す
れ
ば
、
と
れ
ら
は
驚
く
べ
き
革
新
で

あ
る
が
、
然
し
こ
れ
は
シ
ト
ー
を
も
っ
て
犠
矢
と
す
る
も
の
で
は
な

〈
、
の
げ
民
同
B
E
H
Q
2
3
w

ま
E民
但
ユ
E
Q
S
N
)
の
諸
修
選
院
に

あ
ヲ
て
も
と
れ
と
類
似
の
改
革
が
行
わ
れ
た

(
2
P
E
S
2
e巳由

。
常
吉
田
町
B
出
回
曲
一
嵐
山
間
口
o
w
H
Y
H
L
J
?
の]し口
H
W
g
-
-
ロ
叶
・
ロ
0

8品目

窓
口
S
昨日
Cロ
o
pヴ
ヴ
白
江
p
o
m
-
冨
担
片
片
山
巴
一
足
時
間
口
O
W
H
ν
-
H
b
w
?
の
F
a

M
M
M
U
S
H
-
唱
(
}
)
。
改
革
の
オ
リ
ィ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
づ
い
て
は
別
に

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

5

)

同・。
5
0
P
5
P
一句

-
E
u
l会
参
照
。

ハ6
)

と
の
丹
江
向
山
口
件
酔
は
図
。
片
岡
HP同
白
色
。
司
C出品
F
F
日目。

(ω
・
切
OH-HHa

mw吋
門
同
)
に
引
率
さ
れ
た
(
開
H
C
三
宮
HHH
出
p
mロロ
HHr
盟国丹・

F
0・M

内ぐ〉。

本
小
史
成
立
営
時
に
、
彼
は
銃
に
ク
V

ル
ヴ
ォ

1
の
修
遺
院
長
で
あ

っ
た
が
、
彼
の
名
が
皐
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
注
目
ナ
ぺ
き
と
と
で

あ
否
。
な
お
こ
の
時
期
は
一
一
一
一
一
年
四
月
と
推
定
さ
れ
て
い
る

(肘・

J
U
E同氏
P
H
a
w
J
1
{
o
a
o
g
Z
H
ロ
2
R肖
P
p
aず
ゲ
小
包
ゅ
の
】
白
山
HE

JHpg♂
N40-JHν
里町田
u
g
z
w
昨-HWMV・
2
2
A・
)
。
三
十
名
の
内

ベ
ル
ナ

1
ル
を
除
き
十
一
白
名
が
知
ら
れ
て
い
る

C-
。

5
0
p
g
'

出
-
w
M
U

・
広
∞
1
3
)
。
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第
十
八
章

そ
の
後
一
彼
等
は
、
川
沼
地
Q
司
教
匿
に
諮
修
道
院
を
国
せ
し
が
、
こ
れ
ら

は
八
年
に
満
た
ず
し
て
、
シ
ト

1
修
道
院
よ
り
特
に
分
れ
た
る
も
の
と
、

〔
更
に
〕
そ
れ
ら
よ
り
創
始
せ
ら
れ
た
る
そ
の
他
の
も
の
と
で
、
十
二
の

修
道
院
が
建
立
せ
ら
る
る
に
至
る
よ
う
、
か
く
も
慶
大
に
し
て
力
強
き
主

の
聖
別
に
よ
り
て
、
日
日
生
誕
せ
し
も
の
な
り
。

(

1

)

宮崎
3
0ロ
件
。
恒
国
口
C

は
シ
ト

1
修
遺
院
創
建
後
で
は
な
〈
、
λ

テ
プ
ァ

l

ヌ
ス
白
修
道
院
就
任
後
の
意
に
解
ナ
べ
き
で
あ
る
。
何
故

な
ら
シ
ト

I
修
道
院
最
初
の

P
Oヴ白
H
E
E
E
で
あ
る
百
円
B
日Hmg

(
F
P
句
。
ュ
ウ
の
建
設
さ
れ
た
の
が
、
創
建
後
十
五
年
目
の
一
一
一

三
年
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
院
長
就
任
(
一
一

O
八
)

後
八
年
と
ナ
る
と
一
一
一
六
年
と
な
り
、
第
十
二
番
目
の
修
道
院

H
W
C

出国
pas--貯
の
建
設
年
次
一
一
一
一

O
年
|
シ
ト
ー
を
含
め
て
第
十

二
番

H
O
修
遺
院
の
包
旦
回
目
。
そ
れ
は
一
一
一
九
年
ー
か
ら
す
る

と
、
百
一
な
い
し
四
年
白
会
準
川
が
あ
る
。

(

Z

)

原
註
一
四
六
。
「
こ
れ

b
は
吋
昨
日
広
g
w
]
V
C
E印

刷

HEPgHHHW

Q
P
S
4
P
E
P
民
CH日
目
ロ
目
白
呂
田
w
H
Jロ
-
H
E
B
E
-
-『
O由
旬
。
ロ
件
。
♂
の
平

ユ
伊
ロ
o
r
出

CHH口担ぐ
p-zmw
回。ローロ白

H
p
e
g
w
の
P山一ロ
E
B
w
句
。
ロ
g
'

ロ
o
E
B
W
民
伊
国
田
g
k
p皆
、
。
な
い
し
昌
記
室
内
Halmg
な
り
。
」
原
註
者

は
何
に
擦
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
建
設
順
序
は
前
後
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
し
、
。
ロ
片
山
伊
む
巳

(HkmH
の
C
C
H
E
Eゆ
る
は
新
設
修
道
院

で
は
な
く
、
一
一
一
一
三
年
シ
ト

1
教
園
に
韓
向
し
た
も
の
と
一
吉
わ
れ

る

C-
国
・
旨
P
F
P
志向仏
J

M

U

・8
3
0

彼
等
の
建
立
せ
る
修
道
院
に
つ
き

て

-
一
九
五
=
了
八
・
二
八
|

、
i
，!
J
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